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所
収
、

東
京
、

昭
和
三
十
六
年
。

再
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、

Q
ざ
§

職
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偽
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ミ
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『
o
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一
〇
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植
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●

日
本

人

の
学

殖

・
学

恩

の

お

か
げ

で
、

私

は

こ

の
覚

え
書

で

取

り

上

げ

る
文

書

類

の

こ
と

を

知

っ
た

。

こ
れ

を

私

に
教

示

さ

れ

た

の

は
、

一
九

五
九

年

四

月

五

日
付

の
入

矢

義

高

教

授

の
手

紙

で

あ

つ
た

。

教

授

が

私

に
伝

え

よ

う

と

さ

れ

た

の
は
、

日
本

の
研

究
委

員

会

が

大

英

博

物

館

所

蔵

敦

燈

文
書

類

に

加

え

た
検

討

の
結

果

で

あ

っ
た

。

と

い
う

の
も
、

委

員

会

は
、

一
九

五

二
年

に

日
本

へ
持

ち
込

ま

れ

た

完

全

な

マ
イ

ク

ロ
フ

ィ

ル

ム
に
も

と

つ

い

て
、

こ
れ

ら
文

書

類

の
検

討

の
任

に
当

っ
て

い

た

か

ら

で
あ

る
。

著

名

な

日

本

の
中

国

仏

教

史

家

の
も

と

に
、

こ

の
未

公

開

の

テ

キ

ス

ト

に

つ

い

て
大

雑

把

な
論

考

を

提

出

す

る

の

は
、

大

胆

す

ぎ

は
し

な

い

か

と

、

い
さ

さ

か
た

め
ら

い
を

覚

え

る

次
第

で
あ

る
。

1

新
出

『
神
会
語
録
』
資
料

(
ス
タ
イ
ソ
文
書
六
五
五
七
号
)

神
会

(O
げ
窪
占
2
9

①
δ
も
①P)

は
、
唐
代
、
中
国
、
さ
ら

に
は
世
界
の
宗
教
史
上
に
お
い
て
傑
出
し
た
人
物
の

一
人
で
あ
る
。

胡
適

(口
o
⊆
O
ゲ
o)

が
神
会
を
蘇
ら
せ
た
の
は
、

一
九
二
六
年
、

パ
リ
国
立
図
書
館
所
蔵
敦
煙
将
来
文
書
中
に
あ

っ
た
神
会
の
も
の

と
さ
れ
る

『語
録
』

の
一
部
を
発
表
し
た
時
で
あ
り
、
早
や
三
十

余
年

の
歳
月
で
あ
る
。
他

の
文
書
は
、
日
本
の
石
井
光
雄
蒐
集
品

中
か
ら
発
見
さ
れ
た
も

の
で
、
こ
れ
を
鈴
木
貞
太
郎
と
公
田
連
太

紛

郎
が

一
九
三
四
年
に
東
京
で
発
表
し
、
つ
い
で

一
九
三
五
年
、
鈴

木
貞
太
郎
が
鈴
木
大
拙
の
名
で
北
京
国
立
図
書
館
所
蔵
寒
八
十

一

号
文
書
を
も
と
と
し
て
、
別
の
神
会
語
録

『壇
語
』

(卜
鵡
旨

§

』、§
養
§
)

を
発
表
し
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
側

で
は
、

私
が
胡
適
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本

を

使

っ

て
高

等

研

究

院

(
H
Ψ国
6
0
一〇

血
O
oo

一山
9
d
昌
0
ψ

]四
一d
【ユ
O
ω
)

の

講

義

の

一
部

に

当

て

る

と

と

も

に

、

翌

年

ジ

ャ

ッ

ク

・
ジ

ェ

ル

㈲

ネ
が
こ
れ
に
註
釈
と
索
引
を
付
し
て
仏
語
訳
し
た
。
後
に
ジ

ェ
ル

ネ
は
、

『
壇
語
』
の
分
析
研
究
と
神
会

の
伝
記
に
よ
っ
て
、
こ
の

ω
㈲

翻
訳
を
完
壁
な
も
の
と
し
た
。

一
九
五
四
年
、
ま
た
も
や
ジ

ェ
ル

ゆ

ネ
は
、
石
井
蒐
集
品
中
の

『語
録
』
と
パ
リ

・
胡
適
本
を
校
合
し

㈹

て
、
胡
適
が
見
逃
し
て
い
た
パ
リ
文
書
に
検
討
を
加
え
た
。
こ
の

パ
リ
文
書

の
前
半
部
に
よ

っ
て
胡
適
本
は

改
め
て
校
訂
さ
れ
る

こ
と
に
な

っ
た
し
、
後
半
部
は

『壇
語
』
の
完
全
な
テ
キ
ス
ト
を

含
む
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
れ
ら
の
英
語
訳
は
ワ
ル
タ
ー

・
リ
ー
ベ

ン
タ
ー
ル
に
負
う
が
、
こ
れ
は
残
念
に
も
パ
リ
文
書
の
み
を
参
照

し
、
北
京
文
書
を
見
落
し
て
い
た
。
こ
の
間
、
日
本
で
相
当
数

の

働

神
会
研
究
が
著
わ
さ
れ
た
。
近
年
、
胡
適
は
若
き
日
の
情
熱
に
立

㈲

返

っ
て
、
こ
の

〔神
会
〕
和
尚
に
関
す
る
労
作
を
台
北
で
発
表
し
、

こ
の
こ
と
が

〔神
会

の
〕
名
声
を
高
め
る
こ
と
に
な

っ
た
。

タ
イ
ト
ル
が
示
す
通
り
、
胡
適

の
労
作
の
意
義
は
パ
リ

・
ペ
リ

オ
文
書

二
〇
四
五
号
に
句
読
を

切
り
、

註
釈
を
付
し
た
点
に
あ

る
。
こ
の
文
書
を
ジ

ェ
ル
ネ
は
す
で
に

一
九
五
四
年
に
検
討
し
て

側

い
た
が
、
胡
適
は
こ
の
ジ

ェ
ル
ネ
の
分
析
も
、
鈴
木
刊

『壇
語
』

(
一
九
三
五
年
)

の
北
京
文
書
も
、
リ
r
ベ
ン
タ
ー
ル
の
英
訳
本

(
一
九
五
二
年
)
も
知
ら
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
胡
適
本
は
、

彼
自
身
が

一
九
五
八
年
四
月
に
パ
リ
で
筆
写
し
た
文
書

の
コ
ピ
ー

を
も
と
と
し
て
い
る
。

こ
の
文
書
は
、
ま
ず
何
よ
り
も

「菩
提
達
摩
南
宗
定
是
非
論
」

(『
ミ
ミ

、§
§
こ
恥
ミ
ミ

ミ

昔
§

琶
§

』、魯
§

§

偽
ミ

譜

駒
ミ
建
§
ミ
§
額
)
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
も
と

に
、

ほ
ぼ
完
全
な
宗

㈹

論
の
記
録
を
含
む
。
神
会
は
、
七
三
二
年
、
洛
陽

(目
?
く
き
σq
)
の

北
東
、
今
日
の
河
南
省
に
あ

っ
た
滑
台

(国
o
§
み
、鉱
)
で
宗
論
を

開
い
た
。

こ
の
テ
キ
ス
ト
を
編
纂
し
た
の
は
、
在
俗

の
弟
子
、
独

孤
滞

(]UO
⊆
1犀
O
`
や
、O
一)
で
、
彼
も
ま
た
討

論
に
参
加
し
て
い
た
。

一
九
三
〇
年

に
胡
適
は
、
ペ
リ
オ
文
書
三
〇

四
七
号
と
ペ
リ
オ
文

書
三
四
八
八
号
を
も
と
に
し
て
、
二
つ
の
別

の
不
完
全
な
校
訂
本

を
出
し
て
い
た
。
ペ
リ
オ
文
書
二
〇
四
五
号

の
後
半
部
を
占
め
る

『壇
語
』
の
不
完
全
な
校
訂
本
は
、
鈴
木
が
発
表
し
た
北
京
文
書

の
校
訂
本
よ
り
も
明
ら
か
に
す
ぐ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
校
訂

本
の
正
式
な
タ
イ
ト
ル
、

「南
陽
和
上
頓
教
解
脱
禅
門
直
了
性
壇

語
」

(卜
薦
旨

§

』、ミ
養
忌

§

ミ
ミ
疑
も
§

乏
§
蝿
§
偽
%ミ

貯

ミ
ミ
鋳
ミ
画§

ミ
鳶
無
鳴
§

ミ

§
、ミ
鳴
画§
へ馬
誉
ミ

貯

§
ミ
ぎ
§

§

b
書
織§

心§
こ
黛

儀
ミ
ミ
§
ミ

鼠
§

ミ

§
ミ
画ミ

向S
帖誉
S

か
ら
す
れ
ば
、

『
壇
語
』
と
は
、
七
二
〇
年

か
ら
十
数
年
間
、
神

会
が
河
南
地
方
の
南
部
、
南
陽
の
僧
院
に
招
か
れ
て
い
た
時
期

の

㈹

「言
説
」
,
(ミ
魁
黛)
で
あ

っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
創
意
と
工
夫
に

満
ち
た
文
献
学
者
に
ふ
さ
わ
し
く
、胡
適
は
、
こ
れ
ら
テ
キ
ス
ト
の

増
訂
版
を
出
し
、
序
論
や
補
遺
で
様
々
な
指
摘

・
省
察
を
加
え
て
、
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中
国
禅
研
究
の
発
展
に
尽
し
た
。
時
と
し
て
残
念
な
の
は
、
胡
適

が
先
学
者
達
の
業
績
の
い
く
つ
か
を
知
ら
ず

に
い
た
点
で
あ
る
。

〔
『神
会
和
尚
遺
集
』
の
〕
八
三
〇
頁

一
行
目
及
び
九
行
目
で
、

「
離
身
意
識
」
と
い
う
文
中

の

「身
」

は
、
明
ら
か
に

「
心
」

の

誤
り

で
あ
る
が
、
胡
適
は
註
を
付
し
て
い
な
い
。
こ
の
点
は
、
ジ

㈹

エ
ル
ネ

も

リ

ー
ベ

ン
タ

ー

ル
も
熟

知

す

る
と

こ

ろ

で
あ

っ
た
。

ま

た
、

八

三

四
頁

七
節

目

の
冒

頭

で
、

胡

適

は
次

の

『
壇

語

』

の

一

⑯

節
を
訂
正
し
て
い
な
い
。

経
云
当
如
法
説
、
口
説
菩
提
、
心
無
住
処
。

寂
滅
。
口
説
解
脱
、
心
無
繋
縛
、

北
京
文
書

は
、

㈲

示

す

。
口
説
菩
薩
、

心
無
繋
縛
。

口
説
浬
藥
、
心
唯

胡
適
が
指
摘
し
て
い
な
い
異
文
を
次

の
よ
う
に

心
無
住
処
。

口
説
浬
藥
、
心
説
寂
滅
。
口
説
解
脱

リ

ー

ベ

ン

タ

ー

ル

は
、

こ

の

テ
キ

ス

ト
を

パ

リ
文

書

を

通

じ

て

し

か
知

ら

な

か

っ
た

の
で
、

次

の
よ

う

に
訂

正
す

る

こ
と

を

主
張

し

た
。

口
説
菩
提
、
心
無

〔有
?
〕

口
説
解
脱
、
心
有
繋
縛
。

住
処
。

口
説
浬
葉
、
心
無
寂
滅
。

こ
う
し
た
訂
正
は
議
論

の
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
私
と

し
て
は
、
パ
リ
の
テ
キ
ス
ト
を
採
り
た
い
。
訂
正
を
必
要
と
し
て

も
、
リ
ー
ベ
ン
タ
ー
ル
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
せ
い
ぜ
い

「
心
唯

寂
滅
」
を

「心
無
寂
滅
」
と
読
む
こ
と
ぐ
ら

い
で
あ
る
。
と
は
い

え
、
こ
の
読
み
方
を
別
に
解
釈
し
た
い
。
す

な
わ
ち

「あ
な
た
の

心
が
平
静
で
な
い
の
に
、
あ
な
た
の
口
が
浬
桀
を
説
く
」
よ
り
も

「
あ
な
た
の
口
が
浬
葉
を
説
く
と
し
て
も
、
あ
な
た
の
心
は
平
静

で
あ
る
よ
う
に
」
で
あ
る
。
こ
の
解
釈
は
や
や
大
胆
で
あ
る
か
も

⑳

し

れ

な

い
が

、

こ
れ

と
神

会

の
思

想

と
が

相

容

れ

な

い
わ

け

で

は

な

い
。

ペ

リ

ナ
文

書

二
〇

四

五
号

は
、

『
壇

語

』

の
後

に

「
五

更
転

」

(o
冒
ρ
〈
o
謹

o
も。
血
o
冨

ロ
⊆
詳
)
の
テ

ー

マ
に
関

げ

る
繰

り

返

し

句

を

戯

付
す
が
、北
京
文
書
で
は
、
こ
れ
が
見
ら
れ
な

い
。
他
の
三
敦
煙
文

㈱

書

、

す

な

わ

ち
北

宗

の

テ

キ

ス

ト
と

な

る

一
パ

リ
文

書

、

神

会

と

鋤

い
か
な
る
外
見
上
の
か
か
わ
り
を
も
有
さ
ぬ
二
北
京
文
書
に
、
こ

れ
が
見
ら
れ
る
。
ペ
リ
オ
文
書
二
〇
四
五
号
を
通
じ
て
の
こ
と
で

あ
る
が
、
胡
適
の
考
え
で
は
、

こ
の
文
は
神
会

の
も
の
に
ち
が
い

㈲

な
い
。
と
い
う
の
も
、

こ
こ
に
は

二

生
還
同

八
万
籾
」

(
ペ
リ

オ
文
書
二
〇
四
五
号

の
読
み
方
)

の
一
句
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
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る
。
と
こ
ろ
で

『
壇
語
』

は
、須
陀
渣
(魯
ミ
亀
憩
§
ミ
)
が
八
万
年

間

(。。9
00
0
ぎ
』言
)、

三
昧

(穎
§
ミ
ミ
)
に
と
ど
ま
る
こ
と
が

で
き
る
と
述
べ
て
い
る
(「
須
陀
沮
在
定
八
万
劫
」
)。
こ
れ
を
も

っ

て
胡
適

は
ペ
リ
オ
文
書
二
〇
四
五
号
の

「生
」
を

「
坐
」

に
訂
正

す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。
確
か
に
こ
の
訂
正
は
正
し
い
。
北
京
文

㈲

書

の
ひ

と

つ
に

よ

っ
て
、

こ
れ

が

確

認

さ

れ

る

か
ら

で

あ

る
。

し

か

し
、

こ

の
偶

を

神

会

の
も

の
と
す

る

の

は
、
極

め

て
疑

わ

し

い

思

わ

れ

る
。

と

い
う

の
も

「
須

陀

潭

在

定

論

」

(
す

鼻
①
o
ユ
o
α
⊆

鶏

§
9、儀
ミ

O
『O
δ
昌
σq
傷

自
o
。。
鴇
ミ
犠
§

§
お
鐵
)

は
リ

ー

ベ

ン
タ

ー

ル

⑳

の
指
摘

の
如

く

、
『
大

般

浬
薬

経

』

(
冨

ミ

暮

憩

ミ
§

越
魯

魯

ミ
鴨
黛
)

よ

り
引

用

さ

れ

た

も

の
で
あ

り

、

こ
れ

は
神

会

独

自

の
思

想

で

は

な

い
か

ら

で
あ

る

。

胡

適

の
労

作

を
詳

細

に
検

討

す

る

こ
と

は
、

こ

の
論
文

の
枠

を

越

え

て

い

よ
う

。

と

は
言

っ
て
も

、

彼

が

明

ら

か

に
し

た

二
、

三

の
点

は
、

指

摘

し

て

お
き

た

い
。

胡

適

が

正

し
く

強

調

す

る

の

は
、
神

会

の
教

説

に

見

ら

れ

る

「
無

念

」

《

。。き

。。
℃
o
昌
。。伽
o
》

と

い

う
考

え

方

の
重

要

さ

で
あ

る
。

こ

の
考

え

方

の
意

味

を

明

か
す

一
つ

の
言

葉

が

「
不
作

意

」

で
あ

る

が
、

ジ

ェ
ル
ネ

は

こ
れ

を

サ

ン

ス

ク

リ

ッ

ト

の

「
作

意

」

㈱

《
§
黛
§
§
動0。添
鋤
『
貸
》

を

使

っ
て
訳

し

て

い
た
。

こ

の
よ

う

に

イ

ン
ド

人
達

(
と

チ

ベ

ッ
ト
人
達

)
も

ま

た
同

じ
仕

方

で
、

八

世

紀

末
、

こ

㈲

の
漢
語
を
自
分
達

の
専
門
用
語
に
置
き
代
え
よ
う
と
し
た
が
、
こ

の
場

合

、
サ

ン
ス

ク
リ

ッ
ト

は
何

の
役

に
も

立

つ
ま

い
。
こ
れ

は
む

し

ろ
唐

(
宋

)

代

通

俗

語

の
表

現

で
あ

っ
て
、

こ

の
時
代

の
俗
語

愛

好

者

と

し

て

の
詩

人

達

の
用

語

の
中

に
、

こ
う

し

た

例

が

見

出

さ
れ

る
。

「
無

念

」

は
、
単

に

「
無

意

・
無

思

・
無

欲
」

《
ω
P
霧

尉

鋤

艮

o
口
鋤
o
♪

旨
蕊

唄

℃
o
蕊

興
"
鶏
蕊

一〇

<
o
包
o
㌣
》

を

意

味

す

る

。

こ

の
用
語

は
紛

れ

も

な

く
中

国

語

で
あ

り

、

思

想

と

し

て
も

イ

ン

ド

の
そ

れ

を

は
み
出

す

も

の
で
あ

る
。

こ
う

し

た
点

に
胡

適

は

「
変

革

的

」

《

吋
価
く
O
一d
[缶
O
昌
5
9
一『
0
》

と

い
う

形

容

詞

を

用

い

る
。

か

っ
て
胡

適

は
好

ん

で
神

会

及

び

そ

の

一
派

に

こ
れ

を

当

て

て

い
た

。

こ

の
宗

派

が

考

え

る
禅

は
、

な

お

も

北

宗

派

が

維

持

し

て

い
た

イ

ン
ド

の
考

え
方

か

ら
す

れ

ば
、

変

革

的

と

な

ろ
う

。

北

宗

派

は
、

受
身

的

内
省

的
、

い

わ
ば

強

硬

病

(
o
讐
鉱
o
づ
鉱
ρ
¢
o
)

的

な
禅

を
称

讃

し
、

智

恵

(凶艮
匹
賦
σq
o
p
o
①
)

す

な

わ

ち

般
若

(
一9

ミ
ミ
ミ

)

を

排

し

て

い

た
。

逆

に
神

会

か

ら

す

れ
ぽ

、

神

秘

は
智

恵

と

手

を

携

え

て
行

く

も

の

で
な

け

れ

ば

な

ら

な

い
。
そ

れ

故

、
禅

定

波

羅

密

(
す

儀
書

漸
§

」誉
ミ
§

ミ
)
は
般

若

波

⑳

羅
密
(置

黛
ミ
識
憩

専
§

§

)
と

一
体
と
な
る
の
で
あ
る
。
般
若
は
、

そ

れ

こ
そ

唐

代

チ
ベ

ッ
ト

で
摩

詞
衛

禅

師

(
一〇
言
9
帥曾
①
仙
o
U
ず
図
91
-

§

】≦
9
げ
91
く
91
§

)

が

提

起

し

た

テ

ー

ゼ

で
あ

る
が

、

相

対

す

る

蓮

華

戒

(
困(
9
ヨ
9
一9
弧昌
9
)

は
、

こ

の

テ

ー

ゼ
を
引

き

出

し

得

る
真

正

の

イ

ン
ド

仏

典

に

こ
と

欠

か
な

い

に
も

か

か
わ

ら

ず

、

般

若

㈱

を
認
め
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
摩
詞
術

は
自

ら
の
立
場
を

「般
若
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㈱

真

宗

」

《

冨

仔
辞
¢

〈
『鉱
o

血
o

冨

ミ
ミ
識
噺
》

と
規

定

し

た
。

か

か

る

も

の
が

等

し

く
神

会

の
立

場

で
あ

っ
た
。

神

会

は

、

『
金

剛

般

若

経

』

(
冨

判
ミ
、§

詳

ミ
曹

)

を
高

く

評
価

し

た

も

の

の
、

北

宗

、

神

秀

(
(
)7
①
昌
Ioo
一⑦
O
=
)
が

『
樗

伽

経

』

(げ

ト
§

諭

§

ミ
ミ

)

　

『
思
益
梵
天
所
問
経
』

(冨

ミ
給
智
偽ミ

苦
ミ
尋
§
偽ミ
)

を
根
本

経
典
と
定
め
て
い
た
当
時

に
あ

っ
て
、

『樗
伽
経
』
を

一
度
も
引

く
こ
と
が
な
か

っ
た
。
チ
ベ
ッ
ト
に
あ

っ
た
時
、
摩
詞
衛
は

『金

剛
般
若
経
』
と
同
じ
く
こ
れ
ら
の
二

『
経
』
を
引
い
た
が
、
弟
子

達
に
推
め
た
の
は
、
『娚
伽
経
』
、
『…維
摩
経
』

(莚

く
一8
巴
9
パ
リ

㈲

a

)

で
あ

っ
た
。

こ

の
点

で
摩

詞
衛

は
神

会

と
挟

を
分

っ
て

い

た
。

摩

詞

衛

が

南

宗

の
法

系

を

継

ぐ

も

の
で

な

か

っ
た

と

い

う

こ

と

で

あ

る

(
下

記

、

註

㎜

参

照
)

。

胡

適

は
研

究

の
末

尾

に
、

三
十

余
年

に
わ

た

っ
て

明

ら

か

に

し

た

神

会

の

「
著

作
」
《

α
⑦
ω
O
O
⊆
<
『
O
ω》

正

し
く

は
神

会

の
名

が

冠

せ
ら

れ

た

テ

キ

ス

ト

・
言

説

の
参

考

文

献
概

要

を
挙

げ

て

い
る
。

こ

の

リ

ス

ト

に
も

う

一
編

の
文
書

を
付

け

加

え

る

必

要

が

あ

る
。

オ

ー

レ

ル

・
ス
タ

イ

ン
が

干

閲

(
函
げ
o
$
口
)

に
近

い

ζ

9
N
91
『7

鋤
σQ
げ

で
蒐

集

し
、

シ

ヤ
ヴ

ァ

ン
ヌ
が

一
九

二

二
年

に
発

表

し

た

㈱

も

の
が

、

そ

れ

で
あ

る
。

こ

の
断
簡

は
八

行

を

欠

く

と

は

い
え
、

㈱

パ

リ
文

書

、

ロ

ン
ド

ン
文

書

、

日

本

文
書

に
見

ら

れ

る

「
言

説
」

の

一
節

に
相

当

す

る
。

こ
れ

は
、

神

会

の

「
言

説
」

が

西

セ
リ

ン

ド
全

域

、

カ

シ

ュ
ミ

ー

ル
周

辺

に
ま

で
広

が

っ
て

い
た

こ
と

を

示

す
。
と
こ
ろ
で
石
井
文
書
に
は
、
七
九

一
年
も
し
く
は
七
九
二
年

の
奥
付

チ
ベ
ッ
ト
中
印
宗
論
は
七
九
二
年

に
催
さ
れ
、
そ
れ

は
神
会
没
後
三
十
年
の
こ
と
で
あ

っ
た
は
ず
で
あ
る
ー

が
あ
る

と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
時
期
に
文
書
が
北
庭

(団
o即み
、言
σq
)

い
わ
ゆ

る
吐
魯
番

(月
oξ
建
昌
)
近
く
の

鵠
縁
ぴ
拶
臨
℃

で
校
訂
さ
れ
た
こ

と
が
証
明
さ
れ
る
。
同
じ
く
敦
燵
で
発
見
さ
れ
た
写
本
の
数

は
こ

の

「言
説
」
の
流
布
の
広
が
り
に
疑
い
を
は
さ
ま
な
い
。
そ
れ
だ

け
に
、
私
の
知
る
限
り
、
敦
焼
蒐
集
品
中
に
唐
代
諸
禅
師
の

『語

録
』
《
Z
o
8
ω
α
o
貯
曳
黛
》

〔
「言
説
」
の
註
釈
〕
以
外
、
い
か

な
る
写
本
も
残
さ
れ
な
か
っ
た
点
は
、

一
層
興
味
を
引
く
。
語
録

は
初
宋
以
降
、
相
当
数
あ
ら
わ
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
「語
録
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
自
体
が
、
私
の
知
る
限
り
、
そ
れ
ら
に
与
え
ら

れ
て
い
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
神
会
の
主
要
な

「言
説
」
集
は

「
語
録
」
と

い
う
タ
イ
ト
ル
を
も

っ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の

「
言
説
」
集
は
、

一
九
三
〇
年
に
胡
適
が
、
少
し
遅
れ
て
鈴
木

・
公
田
が
パ
リ

・
ペ

リ
オ
文
書
三
九
四
七
号
及
び
石
井
蒐
集
本
に
も
と
つ
い
て
発
表
し

た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
文
書
は
す
べ
て
首
部
を
欠
き
、
従

っ

て
タ
イ
ト
ル
が

付
さ
れ
て
い
な
い
。

入
矢
教
授
が

近
年
神
会
の

「言
説
」
に
相
違
な
い
と
判
断
し
た

ロ
ン
ド
ン

・
ス
タ
イ
ン
文
書

六
五
五
七
号
は
、
そ
れ
ら
と
異
な
り
、
末
尾
の
お
よ
そ
四
分
の
三

を
欠
く
も
の
の
、
首
部
も
序
文
も
含
ん
で
い
る
。
著
作
の
タ
イ
ト
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ル

は

「
問

答

雑
"徴

望我
」

ー
(
守

爵
芯

、
偽
畿
o
お
%

蝕

q
ミ
隔
亀

軸
8
黛
§
§
ミ
偽

㌧
黛
、

り

喝
ミ
向亀
§
隔
ミ

、§
§
偽題
)
と
記
さ
れ
て
い
る
。序
文
ー
及
び
タ
イ
ト

ル
ー
の
筆
者
は
、
こ
の
集

の
選
者
で
も
あ
る
劉
澄

(日
陣o
O
二
日
6げ
.-

05
σq)

と
か
い
う
人
物
で
、
明
ら
か
に
下
級
官
吏
退
職
者
で
あ

っ

た
。
神
会
の
名
前
は
、
L

・
ジ
ヤ
ィ
ル
ズ
の

『
目
録
』

(
六
〇
六

五
番
)

に
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
テ
キ
ス
ト
の
九
行
目
以
降

に
は
っ
き
り
と
登
場
し
て
い
る
。

こ
の
文
書
は

一
六
八
行
を
数
え

鮮
明
で
は
あ
る
が
、
最
後

の
十
行
は
や
や
行
間
が
狭
い
。
「
言
説
」

の
テ
キ
ス
ト
は
、
神
会
の
説
く

『金
剛
般
若
経
』

の
引
用
を
途
中

で
止
め
て
い
る
。

最
後

の
紙
片
の
余
白
は
、

あ
べ
こ
べ

(蚤

?

び
①
o
げ
o)

に
書

か
れ
た
経
典
の
別
の
二
文
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
新
出

ロ
ン
ド
ン

・
テ
キ
ス
ト
は
、
石
井
蒐
集
本

の
テ
キ
ス

ト
に
驚
く
ほ
ど
近
い
が
、
ペ
リ
オ
文
書
三
〇
四
七
号
と
は
し
ば
し

ば

距
離
が
見
ら
れ
る
。
と
い
う

の
も
、

ス
タ
イ
ン
文
書
と
石
井
文

書

に
共
通
す
る
誤
り
が
度

々
指
摘
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
以
下
に

四
箇
所

の
共
通
す
る
誤
り
を
含
む

一
節
を
例
に
取
り
上
げ
る
。
誤

り

は
、

こ
れ
ら
の
文
書
と
パ
リ
文
書
と
を
対
照
す
る
こ
と
で
、
判

明
す
る
。

ω
.①
♂

S

一
●
鵡
も
。。
甘

厨
ず
芦

づ
・9

一
.心
-
。。

讐

如

長

因

短

生

、

短

因

長

立

。
若

其
無

長
、

短

亦

不
立

。

事

既

〔
二
字

欠

〕

故

、

義

亦

何

殊
?

又
法

性

艦

不

可
得

是

常

義

。

又

虚
空
、
亦
是
常
義

〔
八
字
欠
〕
。
答
、
虚
空
以
無
大
小
亦
無
中

辺
、
是
故
構
爲
常
義
。
謂
法
性
膿
不
可
得
、
是

〔
一
字
欠
〕
有

能
見
不
可
得
膿
、
湛
然
常
寂

〔三
字
欠
〕
。
是
爲
常
義
。

即

な。お
刈
も
●一8
」
』
も

警
如
長
因
短
生
、
短
因
長
立
。
若
其
無
長
、
短
亦
不
立
。
事
相

因
故
、
義
亦
何
殊
?
又
法
性
禮
不
可
得
、
是
常
義
。
又
虚
空
、

亦
常
義
。
問
、
何
故
虚
空
是
常
義
?
答
、
虚
空
無
大
小
無
中
辺

是
故
構
常
義
。
謂
法

〔
一
字
欠
?
〕
不
可
得
、
是
不
有
、
能
見

不
可
得
膿
、
湛
然
常
寂
、
是
不
無
。
是
以
稻

〔
一
字
欠
〕
義
。

〔
訳

文

〕

短

さ

の
故

に
生

ま

れ

る

の
が

長

さ

の
よ

う

な

も

の
で

あ

り
、

長

さ

の
故

に
形

作

ら

れ

る

の
が

短

さ

の
よ

う

な

も

の
で

あ

る
。

っ
ま

り

、

長

さ

が

な

け

れ

ば

、

短

さ

は
あ

り

得

な

い
で

あ

ろ
う

。

経

験

的

事

物

〔
長

短

〕

が

互

に
依

存

し

合

う

の
に
、

な

ぜ

意

味

〔
義

8

鉱
8

。。"
ミ
暮

♪

ψ窪

9

ω
一σq
巳

津
8

鉱
8

ω
〕
8

鳶

8

5

常

義

と

そ

の
対

立

物

の

よ
う

に
〕

の
場

合

も

同
様

で

は
な

い

の

で
あ

ろ
う

か

?

ま

た
、

常

義

(
ミ
竜
黛
)

は
法

性

(
翫
ひ
ミ
§
ミ
画

一.o
ψ
ω9
昌
o
o

α
o
ω
6
げ
o
ω
o
ω
11

事

物

の
本

質

)

に
当

る
が

、

こ

れ

は
経

験

的

に

手

の
届

か

な

い

と

こ

ろ

(
§
黛
,ミ

S

書

9
)

に
あ

る

場

合

に
限

ら

れ

る
。

こ
れ

は
ま

た
虚

空

(
簿

91娠
S

に
も

当

て

は
ま
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る
。ー

な
ぜ
虚
空
は
常
の
意
味
を
含
む
の
か
?

1
空
間
に
は
、
大

・
小
も
な
け
れ
ば
、
中
間

・
極
端
も
な

い
が
故
に
常
の
意
味
が
あ
る
と
言
え
る
。

別
の
言

い
方
を
す
れ
ば
、
法
性
は
、
あ
ら
ゆ
る
経
験
的
達

成
か
ら
逃
れ
て
い
る
限
り
、

「存
在
し
な
い
」

の
で
あ
る
。

し
か
し
、
常
寂

の
中
に
あ

っ
て
、
経
験
に
お
い
て
は
達
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
己
の

「体
」
内
に
法
性
を

「
見
る
」
こ
と

が

で
き
る
限
り
に
お
い
て
、
法
性
も
ま
た

「
不
在
」
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
。

こ
れ
こ
そ

「常
」

の
意
味
で
あ
る
。

ロ

ン
ド

ン
文

書

と

石

井

文

書

の

一
致

は
、

テ

キ

ス

ト

の
細

部

に

お

い

て
だ

け

で

は

な

い
。

下

図

に
見

ら
れ

る
通

り

、

段

落

の
切

り

方

も

一
致

し

て

い

る

(
S
H

新

出

ロ

ン
ド

ン

・
ス
タ

イ

ン
文

書

六

五

五

七

号
、

行

。

P
ー

胡

適

編

一
九

三
〇

年

の
パ

リ

・
ペ

リ

オ
文

書

三

〇

四

七

号
、

頁

と
行

、

ジ

ェ
ル
ネ

一
九

四
九

年

仏

語

訳

の
段

落

。

1
11

鈴

木

・
公

田
編

一
九

三
年

の
石
井

文

書

、

頁

と
行

と

段

落

)

。
本
論
は
ス
タ
イ
ン
文
書
六
五
五
七
号
の
完
全
な
研
究
を
行
な
う

場
所

で
は
な
い
の
で
、
序
文
の
引
用
、
試
訳
、
若
干
の
異
同
を
論

ず

る
に
止
め
る
。

P1S

欠欠

103,1-116,10
(1,6-12)

欠(43)

ll,ll-1119,4
(1,13-15)

123,3-6(1,19)

欠(44)

一部 欠(45)

欠

1,5-12,4(1-V皿)

12,5-13,4(IX)

13,5--15,8(X-X皿)

15,9ト ー16,1(X皿)

16,2-6(XIV)

16,6-52,9

(XIV-XI、VIH)

52,10-67,4
(XLIX-LVI)

1-7(序 文)

7-129

130-140

140-163

163-165

165-168

欠

欠

Q◎
●
①U
宅

(押
7
刈
)

の
序
文

教
彌
法
界
。
南
天
紹
其
心
契
、
東
国
頼
爲
正
宗
。
法
不
虚
傳
、

必
有
所
寄
。
南
陽
和
尚
、
斯
其
盛
焉
。
稟

六
代
爲
先
師
。
居
七

激
爲
今
教
、
饗
懸
如
臨
父
母
。
問
請
淡
於

王
公
、
明
鏡
高
懸
、
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髪
局
懐
醜
。
海
深
不
測
、
洪
蕩
澄
満

("
潴
)
。
寳
偶
妙
於
貫

花
。
清
唱
頓
於
圓
果
。
貴
賎
錐
問
、
記
録
多
忘
。
若
不
集
成
、

恐
無
遺
簡
。
更
訪
得
者
、
遂
綴
於
後
。
勒
成

一
巻
、
名
日
問
答

雑
徴
義
。
但
簡
兄
第
。
絵
無
預
焉
。
前
唐
山
主
簿
劉
澄
集
作
本
。

〔訳
文
〕

〔仏
陀
の
〕
教
え
は
法
界

(§
ミ
§
9
§
ミ
黛)

を
満
た
す
。

㈲

南

イ

ン
ド

〔
の
菩

薩

〕

は
心

契

(
一、二
艮

8

。。
互
葺

窪
巴

o
)
に
お

い

て
仏

陀

の
教

え

を

継

い
だ

と

断

言

し

、
東

国

で
は

、
〔
中

国
禅

の
祖

師

達

が

〕

正

法

を

お

こ
す
際

、

こ
れ

に
依

っ
た
。

法

は
空

で

は
伝

え

ら

れ

な

く

、

よ

り

ど

こ
ろ

が

必

要

で
あ

る
。

こ

の
点

紛

で
南
陽
和
尚
は
す
ぐ
れ
て
い
た
。
彼

は

〔
中
国
の
祖
師
達
〕
六

㈹

代
を
継
い
で
、
先
師
と
呼
ば
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
和
尚
と
な

っ

㈲

た
。
七
衆
の
真
只
中
に
あ

っ
て
現
実
的
な
教
え
を
説
い
た
。
人

々
は
、
父
母
の
も
と
に
庇
護
を
求
め
る
か
の
如
く
彼
を
慕

っ
た
。

彼
は
質
問
を
受
け
て
は
、
大
王
よ
り
も
素
直
に
自
己
を
さ
ら
け

出
す
の
で
あ

っ
た
。
あ
た
か
も
手
入
の
届
か
ぬ
馬

の
醜
さ
を
映

㈹

し
出
す
高
く
か
か
げ
ら
れ
た
明
鏡
や
、
荒
れ
た
波
の
下
に
あ
る

底
知
れ
ぬ
深
渕
を
お
お
う
大
海

の
如
く
で
あ

っ
た
。
偶
頒

(σq
917

ザ
91)
は
貴
重
で
、
花
飾
り
よ
り
も
美
し
い
。
頓
読
の
明
快
さ
は

熟
れ
た
果
実
よ
り
も
整

っ
て
い
る

(B
罵
昌
。
。・拝
頓
ー
圓
頓
)。

貴
賎
を
問
わ
ず
、
人
々
に

〔
「言
説
」
に
関
す
る
〕
ノ
ー
ト
の

こ
と
を
尋
ね
た
が
、
あ
ら
か
た
忘
れ
去
ら
れ
て
い
た
。
寄
せ
集

め
な
け
れ
ば
、覚
え
書
帳
の

一
冊
も
残
る
ま
い
。
そ
れ
で
、
ノ
ー

ト
の
所
持
者

の
も
と
に
再
々
足
を
運
ん
で

〔
テ
キ
ス
ト
で
占
め

ら
れ
る
こ
の
集
を
〕

一
冊
と
し
た
。
こ
の
タ
イ
ト
ル
は

「
問
答

雑
徴
義
」
で
、
こ
れ
は
弟
子
達
の
も
と
に
保
管
さ
れ
て
い
た
も

の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
誰
も
預
り
知
ら
れ

励

な

い

こ
と

を
!

働

唐

山

(目
ゴ
昌
σq
占
ず
碧

)

の
元

古

文

書

係

、
劉

澄

が

こ

の
書

を

編

纂

し

た
。

テ

キ

ス

ト

は
、

大

乗

の

『
大

般

浬

禦

経

』

か

ら
引

か

れ

た
有

名

な

偶

(
。。侍9
P
O
O
)

の
論

議

で
始

ま

る
。

残

念

な

こ

と

に

こ

の
偶

の

サ

ソ

ス

ク
リ

ッ
ト
原

文

は
不

明

で

あ

る
。

従

っ
て
漢

文

テ

キ

ス
ト

に
も

と

つ

い

て

こ

の
偶

を

訳

出

す

る

こ
と

は

、
容

易

な

ら

ぬ

こ
と

で

あ

る
。
次

の

一
節

で

、
パ

リ

文
書

が

ど

の
点

に
誤

り
が

あ

る

か

を

示

そ

う
。

ジ

ェ
ル
ネ

の
訳
文

を
参

照
す

る

必
要

が

あ

る

の

で
、

パ

リ

文
書

の
欠
落

、

異

文

を

大

括
弧

で
く

く

っ
て

お

い

た

(
ジ

ェ
ル

ネ
、

一
九

四

九
年

、

十

六

頁
-

十

七
頁

)

。

Qっ
・
①
♂

ざ
S

竃

〔
H
即

一
-
刈
〕

〔法
師
問
本
有
今
無
偶
〕

q。
O
ミ

"a

・霞

2

0
ぴ
o

一㊤
。。
9

一8

矯

問
、
本
有
今
無
、
本
無
今
有
、
三
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世
有
法
、
無
有
是
庭
。
其
義
云
何
?

〔答
日
、
蒙
法
師
問
、
神

会
於
此
亦
疑
。
又
問
、
疑
是
没
勿
?
山

答
、

〔自
〕
従
佛
法
東

流
巳
来
、
所
有
大
徳

〔異
文
、
而
有
諸
大
徳
〕
皆
断
煩
悩
爲
本

〔所
以
生
疑
〕
。
問

〔
日
〕
、
拠
何
道
理
煩
悩
爲
本

〔異
文
、

断
煩
悩
爲
本
〕
?

〔
又
〕
答
、
拠
浬
業
経

〔弟
九
升
品
〕

〔異

文
、
+
云
〕
、
文
殊
師
利
言
、
純
陶
心
心
疑
如
来
常
住
、
以
得

知
見
佛
性
力
故

〔異
文
、
+
便
得
無
疑
〕
。
若
見
佛
性
而
爲
常

者

〔異
文
、
非
爲
常
者
〕
、
本
未
見

〔異
文
、
+
知
〕
時
、
応

是
無
常
、
若
本
無
常
、
後
亦
応
余

・
・
.

〔訳
文
〕

〔あ
る
〕
法
師
が

「
本
有
今
無
」

(
「
本
来
的
で
あ

っ
て
も

現
実
に
存
在
し
な
い
。」
)
で
始
ま
る
偏
に
つ
い
て

〔神
会
に
〕

質
問
し
た
。
彼
は
答
え
て
言

っ
た
。

「
〔法
が
〕
本
来
的
で
あ

っ
て
も
現
実
に
存
在
し
な
い

こ
と
も
、
現
実
に
存
在
し
て
も
本
来
的
で
な
い
と
い
う

こ
と
も
、
三
世
に
法
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
も
、
要

す
る
に
、
法
が
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。」

閣

ど
う
い
う
意
味
で
し
ょ
う
か
?

i
法
師
ど
の
、
あ
な
た
の
質
問
を
受
け
て
、
わ
た
く
し
神
会

岡

は

こ

の
点

に

つ

い

て

一
つ

の
疑

問

を
抱

い
て

い
る
。

i

ど

の

よ
う

な

こ
と

に
疑

問

を
?

1
仏
陀
の
法
が
東
国
に
伝
え
ら
れ
て
以
来
、
あ
ら
ゆ
る
大
徳

㈲

達

(冨
ω
寒
民
§
討
)

は
煩
悩

(ミ
恥詮
)

を
断
つ
こ
と
を
本
来

的
と
考
え
て
き
た
。
私
が
疑
問
を
抱
く
の
は
、
こ
の
点
に
対
し

て
で
あ
る
。

1
で
は
、
い
か
な
る
教
説
に
依

っ
て
煩

悩
を
断
つ
こ
と
が
本

来
的
な
の
で
し
ょ
う
か
?

鋤

i

『浬
業
経
』
第
九
巻
の

一
章

「菩
薩
論
」
に
依

っ
て
で
あ

る
。

「純
陥

(O
`
巳

9)

は
、
人
が

『仏
性
』
(9
亀
ぎ
ミ
)
を

働

知

見

す

る

(
o
ぴ
零
巳
『
魯

く
o
一憎
)

力

を

有

し
う

る
と

い
う

と

こ

ろ

か
ら

、

如

来

(
目
9
夢
98
σq
讐
ε

の
常

住

〔
巨

永

遠

性

〕

を

疑

ぐ

っ
て

い
る

と
文

殊

(
】≦
骸

」¢
玲
同)

は
言

う
。

と

こ

ろ

で
、

仏

㈹

性
が
見
ら
れ
た
場
合
に
の
み
常
住
で
あ
る
な
ら
ぽ
、
仏
性
は
見

ら
れ
た
前
に
本
来
常
住
で
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
仏
性

が
本
来
常
住
で
な
い
の
な
ら
ぽ
、

〔見
ら
れ
た
〕
後
に
存
在
し

な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
…
…
。」

石
井
文
書
は
、
も
う
少
し
後
か
ら
始
ま
る
が
、
最
初

の
一
行
か

ら
ロ
ン
ド

ン
文
書
と
同
じ
欠
落
を
呈
す
る

(
し
か
も
誤
り
は

一
箇

所
に
と
ど
ま
ら
ぬ
)
。
珍
し
く
も
、
正
確
な

の
は
パ
リ
文
書

の
方

で
あ
る
。
最
初

の
四
文
字
は
誤
り
で
あ
る
。

こ
こ
に
は

『
大
般
浬

㈹

葉

経

』

の
引

用

で

は

な
く

し

て
、

解

釈

(
巨

義
)

が

で
て

い
る
。
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Qゆ
●
①
♂

S

ミ
ー
一
◎。

捺

浬

葉

経

義

、

本

有

者

、

本
無

佛

性

、

今

無

佛

性

。

Hω
臣

ご

一
り
甲
博

篠

浬

葉

経

義
、

本
有

者
、

本

有

佛

性

、

今

無

佛

性

。

即

も。
O
ミ

」
8

」
O

浬

藥

経

云

、

本
有

者
、

本
有

佛

性

。

今

無

者

、

今

無

佛

性

。

殆

ん

ど

い

つ
も

誤

っ
て

い
る

の
は
、

ペ

リ

オ
文

書

三
〇

四

七

号

で

あ

り

、

「
三

世
」

《
一『
O
一ω
一①
目D
眉
ω》

が

正

し

い

の

に
も

か

か

わ

ら

ず

、

次

節

で
も

間

違

っ
て

時

間

(
8
日
嘉

)

あ

る

い

は
世

界

(琶
0
5
血
o
)

を

あ

ら

わ
す

「
世

」

と

い
う

語

が

用

い
ら

れ

て

い

る

。

す

な

わ

ち
、

「
仏

性

は
時

間

を

離

れ

て

『
無

来

去

』
《

ω
9
諺

く
⑦
β
⊆
0

2

9
濠

。
》

で
あ

る
が

、

三
世

に
依

存

す

る
も

の

こ
と

ご

と

く

生

滅

に
従

う

。
」

QQ
・
①
8

S

8

南
刈
11
厨
露

ご
ド
q。
本

以

是

無

来

玄

故

、

三
世

無

有

不
生
滅

法
。

即

も。
O
ミ

」
O
♪

=

以

爲

無

来

去

故

、

世

無

有

不
生
滅

法
。

ペ
リ
オ
文
書
三
〇
四
七
号
が

「
是
」
を
よ
り
古
い

「
爲
」
に
置

き
換
え
て
い
る
の
は
注
目
し
て
よ
い
。
他
所
で
古
い
語
を
用
い
る

の
は
、
他
の
二
文
書
の
方
で
あ
り
、
ペ
リ
オ
文
書
三
〇
四
七
号
、

一
一
三
、
九
で

「
成
業
結
不
?
」

と
な

っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、

ス
タ
イ
ン
文
書
六
五
五
七
号
、

一
一
〇
菖
石
井
文
書
、
十
、
二
で

は

「
若
起
無
明
、
成
業
結
否
?
」

と
な

っ
て
い
る
。
他
の

一
節
に

お
い
て
も
、

ス
タ
イ
ン
文
書
六
五
五
七
号
、

二
十
九
と
石
井
文
書
、

二
、
五
-
六
で
、
「當
各
自
別
」
〔
(金
と
捨
石
は
)
互
に
切
り
離

さ
れ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
〕
と
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
ペ
リ
オ

文
書
三
〇
四
七
号
、

一
〇
五
、
三
で
は
、
「當
時
各
自
」
〔そ
の
時

に

(金
と
捨
石
は
)
切
り
離
さ
れ
る
〕
と
な

っ
て
い
る
。
後
者
の

読
み
方
は
誤
り
で
な
く
、

「
各
自
」
と
い
う
述
語
的
用
法
は
、
当

時
の
俗
語
の
言
い
廻
し
で
あ

っ
た
。
こ
う
し
た
点
は
、

(火
と
木

に
関
す
る
)

ス
タ
イ
ン
文
書
六
五
五
七
号
、
四
〇
、
及
び
ペ
リ
オ

文
書
三
〇
四
七
号
、

一
〇
六
、
ニ
ー
三
の

「
當
時
各
自
」

に
つ
い

て
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。

ペ
リ
オ
文
書
三
〇
四
七
号
の
誤
り

・
欠
落

の
部
分

は
、
し
ば
し

ば
本
当

の
意
味
を
理
解
し
が
た
く
し
て
い
る
。
神
会

の
思
想
を
正

し
く
評
価
し
よ
う
と
思
え
ば
、
今
後
、
他
の
二
文
書
と
の
校
合
が

必
要
と
な
ろ
う
。

qQ
・
①
ま

8
お

ふ
悼
1ー
一
旨

鵠
・

♪

ム
ー刈

又
経

云
、

有

佛

性

故

、

得

稻

爲

常

、

以
常

故
、

得

構

爲

本

。

非

是

本

無

今

有
。

第

十

五
巻

云

、

佛

性

者
、

無

得

無

生

。

何

以
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故
?

非
色
非
不
色
、
不
長
不
短
、
不
高
不
下
、
不
生
不
滅
故
。

以
下
生
不
滅
故
、
得
稔
爲
常
。
以
常
故
、
得
構
爲
本
。

即

も。Oミ

」
O
ド
P本

又
経
云
、
佛
性
故
、
得
稻
爲
常
。
本
非
是
本
無
今
有
。
又
経
云
、

佛
性
者
、
無
間
無
生
。
何
以
故
?

非
色
非
不
色
、
不
長
不
短

不
高
不
下
、
不
生
不
滅
、
得
稻
爲
常
故
。
以
常
故
、
得
爲
本
。

〔
訳
文
〕

⑳

『
経

』

は

さ

ら

に
言

う
、

「

『
仏

性

』

が
存

在

す

る
が

故

に

常

(
一曽O
樽O
「
旨
O
一)

に

つ
い

て
語

る

こ
と

が

で
き

、

し

か
も

常

の

故

に

『
本

来
』

に

つ
い

て

語

る

こ
と

が

で
き

る

。
」

こ

こ

に

は

「
本

来

的

で
な

い
が

現

実

的

で
あ

る
」

よ
う

な

も

の

は
、
何

も

存

國

在

し

な

い
。

第

十

五
巻

に
言

わ

れ

る

こ

と

は
、

「

『
仏

性

』

が

獲

得

さ

れ

る

も

の
で

も
、

生

み
出

さ

れ

る

も

の
で
も

な

い

(
§

ミ

憩
ミ

ミ

愚
§

ミ

)
と

い
う

こ
と

で

あ

る
。
」

こ
れ

は
何

故

か
?

「
仏

性

は
、

物

質

的

で

も
非

物

質

的

で

も

な
く

、

長

く

も

短

く

も

な

く
、

ま

た
高

く

も
低

く

も

な
く

、

生
産

的

で
も

破

壊

的

で

も

な

い
か

ら

で

あ

る
。

」

生
産

的

で

も
破

壊

的

で
も

な

い

こ

と

を

「
常

」

的

(①
辞O
憎
5
「O
一一〇
)

と
呼

ぶ
。

常

的

で
あ

れ
ば

、

本

来

的

と

呼

べ

え

る

か

ら

で
あ

る
。

同
じ
こ
と
が
、

『法
華
経
』

(冨

ひ
ミ
§
ミ
§
§
§
犠
ミ
斗
9)

の

「火
宅
」
の
讐
話
に
つ
い
て
韻
文
で
書
か
れ
た
対
話
に
も
見
ら

れ
る
。ω

・
①
♂
S
㊤
7
罐
11
厨
藝

"
c。
"一凸

問
、
三
車
本
無
実

所
説
乃
権
宣

興
者
是
奮
車

那
鷹
得
假
物

答
、
長
者
意
在

一

方
便
権
説
三

前
者
説
三
車

三
車
本
是

一

問 弓

 

答

、

も。Oミ
」
=
」
ム

三
車
本
無
実

所
説
乃
権
宜

三
者
是
薔
車

那
鷹
得
口
物

此
車
錐
異
號

方
便
権
説
三

前
者
説
三
車

三
車
本
是

一

ま

た

も

や

「
無

念

」

《

oo9
鵠
ω
1刷りO
昌
ωO
O
》

に
関

す

る

以

下

の
対

話

に

お

い

て
、

日
常

語

の
表

現

が

程
度

の
差

こ
そ
あ

れ
、

文

字

で

綴

ら
れ

て

い

る

た

め

に
、

そ

の
解

釈

が

混

乱

し

て

い
る
。

ω
●
①
♂

8

=
◎。
山
曽

2

一ミ

山
博
㊤

H
H
ψぽ

一
.

=

面
6

2

あ

」
ム

問

、

何

故

無

念

不
言

有

無
?

答

、

若

言

其
有

者

、

帥

不

同
世

有

。

若

言

其

無

者

、

不

同

世

無
。

是

以
無

念

不
同

有

無

。

問
、
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喚
作
是
没
勿

〔
「是
勿
?
」

と

読

む
〕

?

答
、

不
喚

作

〔
「
是
」
を
付
加
〕
勿
。

問
、
異
没
時
作
物
生
?

答
、
亦

不
作

一

〔
「
一
」
を
削
除
〕
物
。
是
以
無
念
不
可
説
。
今
言
説

者
、
爲
対
問
故
。
若
不
対
問
、
終
無
言
説

…

問
、
既
若
而

〔石
井
文
書
11

「
如
」〕
比
、
作
没
生
時

〔「
見
?
」
と
読
む
〕

得
?

答
、
但
見
無
。
問
、
臨
無
、
見
是
物
?

答
、
難
見
、

不
喚
作
是
物
。

問
、
既
不
喚
作
是
物
、
何
名
帥
見
?

答
日
、

見
無
物
、
爲
是
真
見
常
見
。

即

も。
Oミ
層=
9
申
一〇
2

=
①
"刈-一〇

〔十

一
字
欠
〕
言
其
有
者
、
帥
同
世
有
。
言
其
無
者
、
帥
同
世

無
。
是
以
無
念
不
同
有
無
。

問
、
喚
作
是
物
?

答
、
不
喚

作
是
物
。

問
、
作
勿
生
是
?

答
、
亦
不
作
勿
生
。
是
以
無

念
不
可
説
。
今
言
説
者
。
爲
対
問
故
。

若
不
対
問
、

終

無

言

説

…

問
、
作
没
生
得
見
無
物
?

見
無
物
、
喚
作
是
物
?

答
、
不
喚
作
是
物
。

問
、
既
不
喚
作
是
物
、
何
佛
性
?

答

見
不
見
無
物
、
是
眞
見
常
見
。

〔訳
文
〕

ー
無
念
は
存
在
す
る
、
し
な
い
と
ど
う
し
て
言
え
な
い
の
で

し
ょ
う
か
?

ー
存
在
す
る
と
言

っ
て
も
、
そ
れ
は
事
物
界
の
よ
う
で
は
な

い
し
、
存
在
し
な
い
と
言

っ
て
も
、
そ
れ

は
事
物
界
が
存
在
し

な
い
と
同
じ
で
は
な
い
。

こ
こ
に
、
無
念
が
存
在

の
有
無
と
同

じ
で
な
い
理
由
が
あ
る
。

ー
そ
れ
を
何
と
呼
ん
だ
も
の
で
し
ょ
う
か
?

鯛

ー

何

と

も

呼

ば

ぬ
。

㈲

1

そ

れ

は
ど

の

よ
う

に
存

在

す

る

の

で
し

ょ
う

か
?

1

い
わ

ん
や

、

ど

の

よ
う

に
と

い
う

こ
と

で

は
な

い
。

無

念

は
表
現
し
が
た
い
も
の

(§
自ミ

菖

犠)

で
あ
る
か
ら
だ
。
今

私
が
こ
れ
を
表
現
可
能
な
も
の
の
よ
う
に
話
し
て
い
る
の
は
、

単
に
質
問
に
答
え
る
た
め
に
す
ぎ
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、

無
念
は
ま
ず
表
現
し
が
た
い
も
の
で
あ
る

…

。

ー

そ

う

と

致

し
ま

す

と

、

無

念

は
人

々

に
ど

の

よ
う

に
映

る

の

で

し

ょ
う

か
?

ー

何

も

な

い
と

い
う

こ
と

だ

け

が

分

か

る
。

1

何

も

な

い
と

致

し
ま

す

と
、

人

々
は
何

を

見

る

の

で

し

ょ

油

う

カ
?
.

1

見

る
と

し

て
も

、

し

か

じ

か

の
も

の

で
あ

る
と

は
呼

べ

ぬ
。

i

そ

れ

を

し

か

じ

か

の
も

の
と

呼

ば

な
け

れ

ば

、

見

る

こ
と

(
<
¢
o
)

と

は
、

一
体

何

を
意

味

し

な
け

れ

ば

な
ら

な

い

の

で

し

ょ
う

か
?

圃

ー

何

も
見

な

い
こ

と

こ

そ
、

真

見

で
あ

り
、

常

見

で
あ

る
。
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H

新
出
チ
ベ

ッ
ト
宗
論
資
料

(
ス
タ
イ
ン
文
書
二
六
七
二
号
)

こ
の
ロ
ン
ド
ソ
文
書
は
、
私
が

一
九
五
二
年
に
翻
訳
出
版
し
た

㈹

パ
リ

・
ペ
リ
ナ
文
書
四
六
四
六
号
の
ほ
ぼ
完
全
な

コ
ピ
ー
で
あ
る
。

テ
キ
ス
ト
の
首
部

(
三
二
〇
行
中
、
四
〇
行
)

に
、

一
部
欠
落
が

見
ら
れ
、
残
り
の
部
分
は

「量
功
徳
」
と
い
う
言
葉
で
始
ま
る
。

こ
れ
は
、
ペ
リ
オ
文
書
四
六
四
六
号

一
二
九
枚
目
㈲
に
登
場
し
、

二
行
十
六
i
十
八
文
字
に
当
る

(拙
著

『
ラ
サ
の
宗
論
』
第
四
図

参
照
)
。
残
る
テ
キ
ス
ト
は
、
完
全
で
あ
る
(四
十

一
行
目
以
下
H

ペ
リ
オ
文
書
四
六
四
六
号
、

=
二
二
枚
目
㈲
)
。
書
体

は
極
め
て

読
み
易
い
も
の
で
あ
る
が
、
テ
キ
ス
ト
は
全
般
に
わ
た

っ
て
パ
リ

文
書

ほ
ど
に
正
確
で
は
な
い
。
筆
録
者
が
チ
ベ
ッ
ト
に
通
じ
て
い

な
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
誤
り
が
あ
る
。
従

っ
て
、

一
枚
目
二
七
八

行
目

(下
記
を
見
よ
)
に
あ
る
通
り
、

日
ゴ
霧
9

の
名
を
二
度
に

　

の

わ
た

っ
て
、

「濯
娑
」
に
代
え
て

「濯
婆
」
と
し
て
い
る
。
チ
ベ

ッ
ト
占
領
中
も
し
く
は
そ
の
直
後
に
敦
燵
で
仕
事
に
携
わ

っ
た
筆

録
者
な
ら
ば
、
こ
の
種

の
誤
写
を
決
し
て
し
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
。

パ
リ
文
書
が
方
冊
の
仮
綴
本
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

ロ
ン
ド

ソ
文

㈹

書

は
、
十
三
フ
ィ
ー
ト
ほ
ど
の
長
巻
子
で
あ
る
。

こ
の
宗
論
の
記

録

の
後
に
、
同

一
人
物
が
書
い
た

「
公
案
」
形
式

の
逸
話

(三
二

○
行
目
-
三
二
九
行
目
)
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
逸
話
に
よ

㈹

る
と
、
禅
師
が
若
い
娘
と
詩
を
交
わ
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
裏
面

の

一
部
は
、
別
人
が
書

い
た

『
四
分
律
』
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
文
書
は
、
異
文
を
相
当
に
含
む
。
こ
の
完
全
な

一
覧
表
を

作
成
し
た
が
、
そ
の
大
部
分
は
さ
ほ
ど
興
味
を
引
く
も
の
で
は
な

い
の
で
、
テ
キ
ス
ト
を
正
し
く
理
解
す
る
に
有
効
と
思
わ
れ
る
箇

所
だ
け
を
以
下
に
挙
げ
る

(
S
1ー
ス
タ
イ

ン
文
書
二
六
七
二
号
、

行
は
通
し
番
号
で
指
示
。
P
H
ペ
リ
オ
文
書
四
六
四
六
号
、
紙
面

の
行
、

a
π
表
面
、
b
H
裏
面
、

『宗
論
』

に
載
る
複

写

本
。

C
汀

『
ラ
サ
の
宗
論
』
1
、
頁

〔
た
だ
し
、

C
に
つ
い
て
は

『宗

論
』
と
訳
す
1
訳
者
〕
。

ω

"

も。
刈

法
性
理
中
大
乗
小
乗

〔
以

下

、

欠

〕

垣

一も。博P

一

法
性
理
中
大
乗
之
見
並
是
虚
妄
想
妄
想

〔
重
複
〕
。

無
大
小
之
見
。

妄
想
若
離
、

『宗
論
』
六
十
八
頁

の
訳
は
、
次
の
通
り
訂
正
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
。
す
な
わ
ち

「ダ

ル
マ
§
ミ
ミ
貸
(鼻
ミ
§
ミ
働
)
の
本
性
に
大

乗

・
小
乗
を
見
る
こ
と
は
、
無
意
味
で
誤

っ
た
考
え
で
あ
る
。
誤
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っ
た
考
え
を

一
度
廃
す
れ
ば
、
も
は
や
大
小

の
見
方
は
な
い
。
L

oQ
鳩
ミ

又

拐

伽

華

厳

三

昧

経

云

・

埋

一
9。
も。
斜

一

又
首

樗
厳

三
昧

経

云

・

●

●

●

●
　

『首
娚
厳
三
昧
経
』

(帯

⑦
ミ
黛
§
題
§
織ら
ミ
ミ
)
と
書
く
ペ
リ

オ
文
書

の
方
が
正
し
い
。

『宗
論
』
七
十
三
頁
及
び
註
4
参
照
。

ρ

8
-臼

我
及
諸
佛
皆
随
衆
生
煩
悩
解
故
欲
種
種
不
同
不
爲
開
演

・
●

●

潤

一
も。
q。
斜

心
ふ

「
不
爲

」

を

「
而

爲

」

で
置

き

換

え

る
方

が

正

し

い
。

し

か

し

「
故

」

は
、

二
行

目
以

降

で

は
余

分

で
あ

る
。

『
大

正

蔵

』

六

七

二
番

、

v
、

六

一
六
頁

a
、

三

行

-

四

行

目
参

照
。

垣

一
も。
し。
9

一-
悼

「
無

過

」

の

後

の

「
者

」

を

削

除

。

ス
タ

イ

ン
文

書

は
、

よ
り

明

解

で
、

『
宗

論

』

七

十

五

頁

の
訳

文

を
訂

正

す

る
。

「
無

過
」

と

い
う
語

は
、

間

違

い

な
く

「
至
高

、

乗

り
越

え

ら

れ

ぬ

も

の
」

《

ぎ

　

　

ω
=
筍
『
⑦
ヨ
O
り
一口
曽
』
二
りP
oo
ωO
》

の
意

味

に
解

さ

る

べ
き

で
あ

る
。

こ
う

す

る

こ
と

に

よ

っ
て

、

次

の
よ

う

に
訳

す

こ
と

が

で
き

る
。

テ

キ

ス

ト

に
あ

る

の

は
、

「
漸

修

」

《

σq
蚕
住
⊆
⑦
=
o
》

で
得

ら
れ

る
福

徳

(
冨

誉
§

養

)

.
智

恵

(
冨

誉
建

ミ
画
)

と
、

「
頓

悟

」

《

亀
6
ω
9
一り
ωO
一d
あ

ω
d
【剛り
剛酔ω
》

で
あ

る
法

性

(
樹

寒

ミ
§
ミ
噺
)

・
首

樗

厳

三
昧

(
一〇
罫

ミ

§
窒

§
早
穎
§
ミ
ー

隷

)
と

の
関

係

に

つ

い

て
で

あ

る

が

、

『
宗

論

』

七

十

三

頁

、
七

十

四

頁

を

参

照

の

こ
と

。

す

な

わ

ち

「
福

徳

(
蕾

ヨ
伽
葺

o
。。
目
ミ

守

養
)

と
智

恵

(
冨

。。
息
o
昌
6
⑦
H
昏
ミ

ミ
e

が
何

も

の

に
も

優

る
と

言

う

な

ら

ば

、

法

性

道

理

・
法

性

三

昧

の
観

点

か

ら
、

『
頓

悟

漸

修

』

《

σq
冨
α
ζ
9

2

象
び
潔
》

の
考

え

方

は
、

衆

生

の
心

想

、

し

か
も

そ

の
妄

想

に
す

ぎ

な

い
と

〔
お

答

え

で

き

ま

し

ょ

う
〕

.

・

・
」

QQ
"
巳
-竃

若
論
福
智
更
無
過
者
法
性
道
理
及
以
法
性
三
昧
、

爲
衆
生
心
想
妄
想

…

所
言
頓
漸
皆

ω
噂
δ

心
想
若
動
、
有
無
、

観
者
亦
不
思
。

浄
不
浄
、
空
不
空
等
、
審
皆
不
思
議
。
不
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押

一嶋
蜜

℃
甲
q。

想

若

動
、

有

無

、

浄

不
浄

、

思

者

亦

不
思

。

空
不
空
等
、
審
皆
不
思
不
観
。
不

ス

タ

イ

ン
文

書

は
誤

り

。
改

訂

訳

(
『
宗

論
』

七
十

八

頁
-

八

〇

頁

)
、

す

な

わ

ち

「
(
ス

タ

イ

ン
文
書

峠

心

の
)

思
念

を
働

ら

か

せ

て

こ
そ

、

存

在

・
無

、

清
浄

・
不
浄

、

空

・
不
空

、

等

々

の
分

別

か
ら

解

き

放

た

れ

る
。

こ
れ

は
、

無

分

別

に

つ

い
て

さ

え
思

念

し

な

い

こ
と

で
あ

る
。

」

qっ
燭

漣

-
δ

八
地
菩
薩
離

一
切
観
。

〔
…

〕
了
知
菩
薩
十
地
自
心
妄
想

分

別
建
立
。
又
佛
告
大
慧
、
於
勝
義
中
、
無
次
第
亦
無
相
続
。

又
思
益
経
及
諸
大
乗
経
云
、
八
地
菩
薩
老
、
超
過

一
切
行
、
得

無

生
忍
、
然
後
得
授
記
。

男

一も。
い
斜

摯

一
も。
ぴ
ダ

一

八
地
菩
薩
離
二
切
観
。

〔
…

〕

行
、
得
無
生
法
忍
、
然
後
得
授
記
。

了
知
菩
薩
者
、
超
過

一
切

ペ
リ
オ
文
書

の
筆
録
者
は

一
節
全
部
を
と
ば
し
て
い
る
。

訳

は
以
下
の
通
り
で
あ
る

(
『
宗
論
』
八

一
頁
)
。

完

〔訳
文
〕

「
八
大
地

(寒
昌
鼠
)

の
菩
薩
は
、
い
か
な
る
観
念
も
免
れ

て
い
る
。

〔
…

〕
彼
ら
は
、
菩
薩
の
十
大
地
で
、
わ
れ
わ

れ
自
身

の
分
別
心
が
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
る
か
を
知
り
尽

し
て
い
る

(偽§
ミ
ミ
ー§

§

象

9
ミ
識
画
)。

さ
ら
に
仏
陀

は
大

慧

(ζ
9げ
9ーヨ
9e

に

『
真
理

の
極

に
あ

っ
て
は
、

漸
次

も

㈹

連
続
も
な
い
』
と
述
べ
た
。
そ
の
他
、

『
思
益
経
』
及
び
大
乗

の
諸

『経
』
は
、
十
大
地
の
菩
薩
が
い
か
な
る
行
も
乗
り
越
え

て
忍
辱
を
得
た

(a§
慰
ミ
轟

箏
§
ミ
§

奮

漸
ミ
画)

場
合
に
の

み
、
記

(運
無
ミ
§
黛汁
仏
陀
と
な
る
予
言
)

を
受
け
る
と
説
い

て
い
る
。
」

ρ

。。O

凡
夫
錐
共
佛
同
諸
佛
所
悟
之
法

・

厘

一田
ダ

①

凡
夫
錐
不
共
佛
所
悟
之
法

・

ペ
リ
オ
文
書

の
余
白
に
、

「同
諸
佛
」
と
思
わ
れ
る
三
字
が
後

か
ら
付
け

加
え
ら
れ
て
い
る
様
子
が
分
か
る
。

正
し
く
こ
れ
は

「
凡
夫
錐
不
共
同
諸
仏
所
悟
之
法
」

(
「凡
夫

は
仏
陀
が
悟

っ
た
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法
を
必
ず
し
も
共
有
し
な
い
が
、
L
)
と
読
む
べ
き
で
あ
る
。

ρ

。。
一

又
言
佛
無
有
少
法
可
得
者
不
可
執
着
言
説
。

埋

一
q。
①
欝

一幽

又
佛

言

、

等

々
。

ス
タ
イ
ン
文
書

の
こ
の
一
節
は
、
文
脈
に
実
に
よ
く
馴
染
む
。

改
訂
訳

(
『宗
論
』
八
十
三
頁
)、
「あ
な
た
が
再
び
言
わ
れ
る
よ

う
に
、
仏
陀

の
目
か
ら
す
れ
ぽ
、
い
か
な
る
法
も
、
そ
れ
が
ど
ん

な
に
さ
さ
や
か
な
も

の
で
あ
れ
、
捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の

で
あ

る
し
、
ま
た
人
は

〔仏
陀
の
〕
言
葉
に
こ
だ
わ
る
べ
き
で
は

な
い
。
」

ρ

8

云
向
不
異
?

離

一
切
妄
想
習
気
時
、

一
異
不
可
分
。

ア

一も。
①
ダ

①
91

一
も。
○。
9
L

云

不
異

、

一
切

妄

想

習

気

時

、

一
異
不
可
分
別
。

『宗
論
』
八
十
六
頁
註
1
で
示
し
た
校
訂
は
、
必
ず
し
も
ス
タ

イ
ソ
文
書

の
読
み
方
と
合
致
し
な
い
が
、
訳
文
は
正
確
で
あ
る
。

QD
矯
㊤
P
曾

只
爲

鈍

根

者

、

復
利
根
者
倶
要
?

垣

一
も。
冒

り
一-
博

只

爲

鈍

根

者

、

爲

復

利

鈍

倶

要

?
㈱

ペ
リ
オ
文
書
の
読
み
方
が
よ
い
。

Q。
L

ミ

若
不
観
智
、
云
何
利
益
衆
生
?

男

=
∂
噸
U

若
観
智
、
云
何
利
益
衆
生
?

「
観
察
を
伴
わ
な
い
智
恵

〔し
か
認
め
な
い
と
す
る
〕
な
ら

ぽ
、
衆
生
に

一
体
役
立
つ
の
で
あ
ろ
う
か
?
」

『
宗
論
』
九
十

七
頁
の
註
8
は
、
削
除
さ
れ
た
い
。

QQ
り

一
瞳

-
一&

或

執

有

或

執

無

、

観
空
、
住
着
於

〔欠
〕
衆
生

・

■
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国

一蕗
9

〒
トっ

或
執
有
無
、
観
空
、
住
着
於
辺
、

又
問
、
何
名
爲
衆
生
?

以
此
不
同
。
樗
伽
経
広
説
。

『
宗

論

』

一
〇

八
頁

で
、

「
着

」

を

「
看

」

と

読

ん
で

い
た

が

ス
タ

イ

ソ
文

書

で
誤

り

が

一
層

は

っ
き

り

し

た

の
で

、

次

の
通

り

訳

す

べ
き

で
あ

る
。

「

『
あ

る

い

は
ま

た

、

彼

ら

は
有

も

し

く

は

無

(寒

§

§
勘
§
黛
)

を

信

じ
、

空

(
籍
鳶

9
)

を
観

じ
、

究

極

(
§

-

ミ
)

に

し
が

み

つ
く

。

こ

の
点

で
、

彼

ら

の
教

説

は

〔
わ

れ

わ

れ

の
も

の
と

〕

異

な

る
。

『
樗

伽

経

』

は

こ
れ

を

拡

大

解

釈

し

て

い

る
。

1

別

の
質

問

『
衆

生

(
織
鳶

§

§
ひ

%
ミ
、ミ

ー-

生

命

あ

る
も

の
す
べ
て
)
を
あ
な
た
は

一
体

何

と

理

解

し

て

い
る
の

か
?
』
」

Qっ
L

紹

如
来
尚
猫
不
制
、
言
退
亦
甚
亦

〔重
複
〕
佳
。

旭
憎

一
畠
P

α

如

来

猫

不

制

、

言

退

亦

甚

住

。

『
宗

論

』

一

一
二
頁

、

註

1

で
示

唆

し

て
お

い
た

よ

う

に
、

ぺ

リ

オ
文

書

の

「
住

」

は
、

「
佳

」

の
誤

り

で

あ

る
。

「
制
」

の
後

で
句

読

を
切

っ
て
、

次

の
通

り

訳

す

べ
き

で
あ

る
。

「
如

来
自

身

彼

ら

を
引

き

留

め
ず

、

引

き

下

が

る
が

よ

い
と

言

っ
て

い
る
。

」

こ

の
引

喩

は
、

『
護

国

所

問

経

』

(
雷

い
§

罫
§

ミ
画も
ミ
ざ
§

隷

)

か

ら

で
も

、

『
迦

葉

品

』

(
冨

閑
斜
姶
§

黛
さ
ミ
冒
ミ
言
)

か
ら

で

も

な
く

、

『
宗

論

』

一
一
二

頁
註

1

で

推
察

し

た
通

り
、

『
法

華
経

』
)

鳩

摩

羅

什

訳

『
大

正
蔵

』

二
六

二
番

、

i

、

七

頁

a
、

七

行
-

十

　

三
行

)

の

一
節

に

よ

る
。

こ

こ

に

は
、

舎

利

仏

(
ω
理

ぢ
9

鎚
)
が

仏

陀

に

説
教

を

推

め

る
が

、

仏

陀

は
自

分

の
教

え

が

聴

衆

に
恐
怖

と

疑

惑

を

生

む

こ
と

を
恐

れ

、

こ
れ

を

断

る

一
段

が

あ

る
。
最

後

に
仏

陀

は

こ

れ

に
同

意

す

る
が

、

一
堂

に
会

し

た

五

千

の
僧

・尼

・

在

俗

男

女

は
、

席

を
立

っ
て
、

仏

陀

に
会

釈

し

て
、

退

場

す

る
。

仏

陀

は

、
無

言

で

彼

ら

を
引

き

留

め

な

い

(
「
不

制

止

」
)
。

つ

い
で

仏

陀

は
舎

利

仏

に
言

っ
た
、

「
今

や

私

の
示

衆

に

は
、

枝

も

な

け

れ

ば

葉

も

な

い

(
単

に
堅

い
幹

、

サ

ン
ス

ク
リ

ッ
ト

の

「
娑

羅
」

《

偽
ミ
漸
》

し

か

残

っ
て

い

な

い
)

。

本

当

の

聴

衆

し

か

残

っ
て

い

な

い
。

同

じ
高

慢

者

達

(
血
o

O
輿

o
一一ω

o
『σQ
鋸

窪

⑦
二
×
)

も

ま

　

た

、
引

き

下

が

る

が

よ

い
」

(
「
退

亦
佳

　

」

偽
ミ

ぎ

⑦
ミ

曽
ミ
§
画

ミ
偽
鼠

§

き

鳶
ミ
§

郭
§

画
§

ミ
o

、誉
轟
穀

§
§

9
ミ
)

。

ス

タ
イ

ン
文

書

、

ペ

リ

オ
文

書

で
、

「
五

百
」

に
代

え

て

「
五

千
」

と

い
う
数

は
、

『
護

国
所

問
経

』

の
類

似

の

一
節

と

混

同

し

た

結

果

で
あ

ろ

う
。

こ

の

『
経

』

は
摩

詞

術

の
熟

知

す

る
と

こ

ろ

で
、

彼

は

こ
れ
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を

チ

ベ

ッ
ト
王

(
じd
S

口
も
o
)

に
宛

て

た
陳

述

書

の

一
つ
で

先

ま

で
引

用

し

て

い

る

(

『
宗

論

』

一
五

二
頁

及

び
註

10
)

。

ρ

一8

稔
揚
心
契
、
相
応
名
何
有
?

垣

一お
9

P

稻
揚
心
相
応
名
何
有
?

ス

タ
イ

ン
文
書

が

よ

い
。

改

訂

訳

(

『
宗

論

』

一

一

四

頁

)

「
心

契

(
一.⊆
巳
o
昌

ω
ゑ
『
ε
亀

o
)

を
誉

め
称

え

る

に
、

一
体

ど

ん

な

適

切

な

言

葉

が

あ

ろ
う

か
9
」

o。
》
一
謡

甦

繁

聖

徳
、

即

=
蜜

℃
U

同

上

永
潤
黎
庶
。

最

初

の
文

字

は
「
敷

」
で

は
な

く

し

て
、

「
麩
」
《

O
吋
O
<
一ω
O
胃
⑦
》

で

あ

る
。

敦

燈

文

書

で

は
、

こ

れ

を

「
暫

」

と
す

る

の
が

普

通

で

あ

る

。

『
宗

論
』

一
二

〇

頁

及

び
註

2

の
訂

正
。

Q。
博

一
刈
c。

若
不
用
封
治
、
唯
用
無
心
相
、
離
三
毒
煩
悩
不
可
得
。

Q。
燭

一
U
。。

於
法
性
理
不
増
不
減
。

黒

一&
ダ

嚇

若
不
用
封
治
、
准
用
無
心
相
、
離
三
毒
煩
悩
不
可
得
。

潤

竃
も。ダ

U

於
理
法
性
不
増
不
減
。

ス
タ

イ

ン
文

書

が

正

確

で
あ

り

、

正

し
く

な

い
。

『宗
論
』

一
一
四
頁
註
7
は

『
宗

論

』

一
二

一
頁

の
訳

文

「
対

治

(
創
o
ω
8

昌
寓
o
o
碧
蜀

艮
ω)

を
除

い

て
、

一
体

何

に
頼

れ

よ
う

か
?
」

は
、

読

み

方

の

悪

さ

(

「
唯

」

を

「
誰

」

と

し
た

こ
と

。

ペ

リ

オ
文

書

で

は
、

い

つ
も

「
唯

」

と

「
准

」

を

混

同

し

て

「
准

」

と

書

い

て

い

る
)

と

文

法

上

の
誤

り

(
「
誰

」

《

Ω
9

》

を

「
何

」

《

Ω
二
9
》

と

し

た

こ

と
)

に
起

因

す

る
。

次

の
通

り

訳

す

べ
き

で
あ

る
。

「
対

治

に
頼
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ら
ず

、

単

に
心

想

(
山
o
ω
8

口
o
霧

良
o

一.⑦
ω
O
昏

)

だ

け

を

断

つ

な

ら

ぽ

、

人

は
煩

悩

の
三

毒

か
ら

解

き

放

た

れ

な

い

で

あ

ろ

う
。

L

同

じ
、

も

し
く

は

こ

れ

に
近

い
節

が

や

や

先

に
載

っ
て

い

る
。

ス
タ

イ

ン
文

書

一
八
九

11

ペ

リ

オ
文

書

一
四

六

b

5

(

『
宗

論

』

一
二

三

頁
-

一
二

四

頁
)

。

動

詞

(

「
離

」

)

と

助

動

詞

(

「
不

可
得

」

)

の
間

に

目
的

格

を

入
れ

た

こ
と

は
、

こ

の

テ

キ

ス
ト

に
馴

染

む
。

『
宗

論

』

一
二

一
頁

註

-

参

照

の

こ
と
。

qっ
"

一
り
ご

㊤
○◎

妄

想

念

起

畳

則

不

取

不

住

・

潤

=
浮
》
も。

妄
想
念
起
畳
則
取
不
住

・

●

●

改

訂

訳

(
『
宗

論

』

一
二

五
頁

及

び
註

5
)
、

「
妄

想
念

(儀
①
ω

O
O
蕊

伽
O
の
血
O

審
⊆
ωω
O
吻

昌
O
鉱
O
嵩
ω)

が

生

み

出

さ

れ

る
瞬

間

に
目

覚

め

て

い

れ
ば

、

し

か
も

そ

の
こ
と

に
執

着

せ
ず

、

安

住

し

な

け

れ
ば

…

」
。

Qっ
℃

一㊤
o◎
占
8

無

二

帥

是
智

恵

。

分
別
鄭
是

〔方
便
〕
。
智
恵
方
便
不
可
分
別

ア

一ミ
ρ

恥

無
二
帥
是
智
慧
。
分
別
帥
是
方
便
。
智
慧

〔方
便
〕
不
可
分
別

改

訂

訳

(
『
宗

論

』

一
二
六

頁

)
、

「
不

二

(
冨

昌
o
亭

伍
§

箒

伽
)

は
智

恵

(。・
9
忌
o
P
6
0
)

で

あ

る
。

分

別

(す

経
中
曾
o
口
息
鋤
駄
o
昌
)

は
便

宜

上

の

こ
と

で
あ

る
。

智

恵

と

便

宜

は
分

か

ち

が

た

い
で

あ

ろ

う
。

」

ス
タ

イ

ン
文

書

二
〇

二
H

ペ

リ

オ
文
書

一
四

八

a
、

2

(

『
宗

論

』

一
二
九

頁

)

の

「
智

恵

(
慧
)

方

便

不

相

離
」

参

照

の
こ

と
。

ρ

8

し。

難
然
還
有
趣
向
。

押

=
○。
斜

も。
ム

難

然

還

有

所

観
、

還

有

趣

向

。

「趣
向
」

に
つ
い
て
は
、

『宗
論
』

=
二
六
頁
ー

=
二
八
頁
を

見
ら
れ
た
い
。
こ
の
語
は
、
八
世
紀
か
ら
九
世
紀
に
か
け
て
禅
文

献
に
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

宇
井

『禅

宗

史

研

究
』
H
、

一
九
四

一
年
、
五
二
四
頁
に
あ
る
校
訂
版

『
馬

祖

語

録
』

の

「
生
死
心
、
造
作
、
趣
向
、
皆
是
汚
染

…

」
。

『大

正
蔵
』
二
〇

一
二
番
A
、
三
八

一
頁
C
、
九
行
目
に
あ

る

黄

奨
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『
伝
心
法
要
』
の

「
切
不
得
有
分
毫
趣
向
!
若
見
善
相

〔
・

亦
無
心
晴
去
。
若
見
悪
相

〔
…

〕
、
亦
無
心
怖
畏
」
。

oゆ
》

配

。。
-巴

㊨

喩

如

耕

種

、

初

用

功

多

、

要

用

課

。

や

一お
ダ

P山

喩
如
耕
種
、
初
用
功
多
、

用
功
課
。

・
〕

成
熟
帥
用
人
功
漸
少
。
以
此
帥
有
有

成
熟
用
人
功
漸
少
。
以
此
帥
有
喫
功

如
合
字
、

一
人

口
莫
作

一
口
思
量
。
須
作
和
合
義
。

ス
タ

イ

ン
文

書

の
方

が

明
解

で
あ

る
。

「
合

」

と

い

う
文

字

は

人

、

一
、

口
か

ら
作

ら
れ

て

い

る
が

、

「
人

間

の
」

《

げ
二
§
"
7

昌
o
》

、

「
一
つ

の
」

《

目
5
0
》

、

「
口
」

《

ぴ
o
g
o
げ
o
》

と

い
う

概

念

に

は
置

き

換

え

ら

れ

る

は
ず

が

な

い
。

「
合

」
《
ぎ

》

は
、

「
和

合

す

る
」

《

　

　

『
0
9
ロ
一『》

を
意

味

す

る
語

に
解

さ
れ

る

べ
き

で

あ

る
。

Q。
り
鵠

刈
幽
q。
c。

佛

非

但

住

着

法

済

、

亦
具
無
量
功
徳
。

『宗
論
』

一
四
三
頁
は
、
訂
正
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

「
成
熟
」

を

「成
就
」
と
読
み
違
え
て
い
た
し
、

「喫
」

の
後

の

「功
」
を

消
す
小
括
弧
を
見
逃
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

「
こ
れ
は
、
農
耕

に
お
け
る
と
同
じ
で
あ
る
。
最
初

に
沢
山

の
仕
事
が
あ

っ
て
も
生

育

と
共
に
人
の
手
間
は
少
し
つ

つ
減

っ
て
行
く
。
こ
の
意
味
で
労

を
惜
ん
で
は
な
ら
な
い
。
」

ω
》
鵠

心

如

合

字

、

人

、

黒

一U
O
ダ

①
一
、

口
、
莫

作

一
人

口
思

量
。

須

作

和

合

義

。

男

一巳
P

心

佛
性
但
住
着
法
済
、
亦
具
無
量
功
徳
。

『
宗

論

』

一
四

九

頁

(
及

び

、

ペ

リ

オ
文

書

が

誤

っ
て
引

用

さ

れ

た
註

3
、

4
)

の
訂

正

、

「
仏

陀

は
法

で
救

う

こ

と

(
一.o
o
亭

く
器

畠
O

。。舘
三

痔

一9。

ピ
9

)

だ

け

に
と

ら

わ

れ

な

い
。

限

り

な

い
功

徳

(寒

憲

)

を

も

ま

た
有

し

て

い
る

か

ら

で
あ

る
。

」

QQ
導
濾
①
-8
0

又
問
、
萬

一
或
有
人
言
、
縁
想
後
、
如
上
所
説
。
但
是
聖
智
若

是
無
想
、
非
是
無
二
。
有
人
間
、
如
何
答
?

又
問
、
萬

一
或
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有

人
言
、
凡
下
不
遠
離
心
想
者
、
或
有
経
中
云
令

〔?
山

思
量

在
前
、
或
云
恵
先
行
、
或
言
亦
置

〔?
〕
如
是
想
、
中
亦
有
虚

分
令
生
心
想
、
或
虚
分
遠
離
心
想
。
不
可
執

一
、
所
以
用
諸
方

便
演
説
。
或
有
人
言
、
何
如
封
如
前
三
段
間
?

謹
答
、
皆
是

自
心
妄
想
分
別
。
若
能
離
自
心
妄
想
分
別
、
如
是
三
段
間
皆
不

可
得
。
准
娚
伽
思
益
経
、
云
離

一
切
諸
見
名
爲
正
見
。
又
問
、

萬

一
或
有
人
言
、
発
心
畳
不
依
想
念
、
則
各
得
念
々
解
脱
者
、

出
何
経
文
?

畳
者
、
畳
何
物
?

願
答
。

答
、
所
言
発
心

畳

不
依
想
念
、
自
各
得
念
々
解
脱
者
、
出
何
経
文
者
、
其
義
先

以

〔11
己
〕
准
浬
葉
経
具
答
之
。
今
更
問
者
!

一
切
衆
生
無
量

籾
来
爲
三
毒
自
心
妄
想
分
別
不
畳
不
知
流
浪
生
死
。
今

一
時
畳

悟
、
念
々
妄
想
起
、
不
順
妄
想
作
業
、
念
々
解
脱
。
畳
者
、
畳

如
此
事
。
是
故
樗
伽
経
云
、
菩
薩
念
々
入
正
受
、
念
々
…離
妄
想

念

々
印
解
脱
。
佛
頂
三
云
、
阿
難
、
汝
猫
未
明

一
切
浮
塵
諸
幻

化
、
當
塵
出
生
随
虚
滅
霊
。
幻
妄
稻
相
。
其
性
眞

爲

妙

畳

妙

〔重
複
〕
明
膿
。
如
是
乃
至
五
蔭
六
入
、
従
十
二
虚
至
十
八
界

因
縁
和
合
虚
妄
有
生
、
因
縁
別
離
虚
妄
名
滅
。
殊
不
能
知
生
死

去
来
。
本
如
来
蔵
常
住
妙
明
、
不
動
周
圓
妙
眞
如
性
。
性
眞
常

中
求
於
去
来
、
迷
悟
死
生
、
了
無
所
得
。

垣

一日
ρ

①
山
紹
辞

一

又
問
、
萬

一
或
有
人
言
縁

〔
一
五
二
紙
a
i
b
欠
〕
蔽

六

入
、

従
十
二
虞
至
十
八
界
、

虚
妄
名
滅
、
そ
の
他
。

因
縁
和
合
、
虚
妄
有
生
。
因
縁
別
離
、

『宗
論
』
十
九
頁
註
2
で
、
テ
キ
ス
ト
が
こ
の
箇
所
に
欠
落
を

呈
し
て
い
る
よ
う
だ
と
記
さ
ず
、
ペ
リ
オ
文
書
自
体
の
整
理
番
号

が

一
五
二
紙
を
飛
ば
し
て
い
る
と
註
記
し
た
が
、
こ
れ
は
私

の
誤

解
で
あ

っ
た

(
『宗
論
』

一
五

一
頁
註
7
参
照
)
。
ス
タ
イ
ン
文

書
で
欠
落
箇
所
を
補

い
、
訳
出
し
た
の
が
以
下

で
あ
る
。

〔
訳

文

〕

他

の
質

問

-

次

の

よ
う

に
言

う

人

が

い
る

か

も

し

れ

な

い
。

「

〔
無

想

(
一9

009
昌
ω
-郎
O
瓢
O
昌
)

は
生

み

出

さ

れ

る

も

の
で
あ

㈹

る
が

、

〕

わ

れ

わ

れ

が

す

で

に
述

べ
た

よ
う

に
、

こ
れ

は
想

念

(
畠
O
ω
嵩
O
猷
O
昌
oo
)

の
し

わ

ざ

で

あ

り
、

ま

た

そ

の
結

果

で
あ

る

〔
と

い

う

こ

と

を
認

め

よ

う
〕

」

と
。

し

か

し

聖
智

(
写

鶏
ギ

㈲

o
冒

ω繊
艮
)
が
無
想
で
あ
れ
ば
、
不
二
と
は
な
ら
な
い
。

こ
の

質
問
を
受
け
た
場
合
、
あ
な
た
は
ど
う
答
え

る
の
か
?

他
の
質
問
-
次
の
よ
う
に
言
う
人
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

「
〔
わ
れ
わ
れ
の
〕
テ
ー
ゼ
に
も
と
つ
い
て
凡
夫
は
心
想

(尋

㈹

旨
o
臥
o
昌
。。
島
o
一
、o
。。
O
葺

)

を

遠

ざ

け

て

は
な

ら

な

い
。

こ
れ

と

関

連

し

て
、

『
経

』

で
言

わ
れ

る

よ
う

に
、

時

に

は
前

も

っ
て

思

量

し
、

時

に

は
智

恵

を
先

行

さ

せ

な
け

れ

ば

な
ら

な

い

し
、
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あ
る
い
は
ま
た
想
念
を
巡
ら
す
と
同
時
に
こ
れ
を
遠
ざ
け
る
と

㈹

い

っ
た
考
え
方
を
持

つ
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
に
は
、

首
尾

一
貫
性
が
見
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。
説
教
に
際
し
て
様
々
な

方
法
に
頼
る
の
は
こ
う
し
た
次
第
で
あ
る
」
と
。
質
問
を
受
け

㈹

た
場

合

、

あ

な

た

は

こ
れ

ら

の
三

問

に
ど

う
答

え

る

の

か
?

丁
寧

な
答

1

こ
れ

ら

す

べ

て

は
、

あ

な

た

の
心

の
中

に
あ

る

妄

想

分

別

(
一。一8
9
σq
岡§

ユ
8

g

a

6
三
9
『
尻
9
艮
ρ

血
⊆
⑦

碧

×

h
9
⊆
。。
器
ω
8

寓
o
奮

"
蓬
§
画妹妹箏
磐
募
ミ
言

)

に
す

ぎ

ま

せ

ん
。

同

じ
妄

想

を
断

つ
こ

と
が

で
き

れ

ば

、

こ
れ

ら

三

つ

の
質

問

は
起

り

ま

せ

ん
。

『
樗

伽

』
、
『
思

益

』

と

題

さ

れ

る

お

『
経

』

に

よ

㈹

り
ま
す
と
、
正
見

(冨

く
二
〇
〇〇
霞
09
ρ
穎
§

鵡
織鶏
"画)

こ

そ
が

一
切
の
諸
見

(冨

8
`
8

<
⊆
ρ

ミ
魚
画)

を
取
り
除
く

の

で
す
。

別

の
質
問
1
た
と
え
わ
ず
か
で
も
、
各
自
が
思
念

(=
昌
o

d
o
P
器
①)
を
持
つ
度
ご
と
に
目
覚
め

("ミ
ミ
")
、

か
つ
こ
れ

に
安
住
し
な
け
れ
ば
、
念
念
解
脱

(冨

翫
ミ
ミ
§
ミ

腎§
偽魯

亨

ミ

誉§
偽魯
)
を
得
る
と
い
う
こ
と
を
ど
の
経
文
か

ら
引

く

の

加
?

何
に
目
覚
め
る
の
か
?

答
え
ら
れ
た
い
・

答
-
念
念
解
脱

の
考
え
方
が
ど
の
経
文
か
ら
引
か
れ
て
い
る

か
と
い
う
あ
な
た
の
質
問
に
対
し
て
、

『浬
葉
経
』
を
引
い
て

す
で
に
十
分
に
お
答
え
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
な
の
に
、
ま
た

も
や
同
じ
質
問
を
な
さ
れ
た
!

無
量
劫

(ぎ
嘗

)
以
来
、

命

あ
る
も
の
す
べ
て
は
、

三
毒

〔苦
、

§

嵐
o鷲
〕
か
ら
生
ま
れ

た
各
自

の
心
の
中

の
妄
想
分
別
に
よ
っ
て
目
覚
め
ず
、

〔自
分

鋤

の
誤

れ

る

こ
と

の
〕

意

識

を

持

た

ぬ
ま

ま

、

輪

廻

転

生

(冨

h
賢

`
×

住
o
ψ
b
鉱
ω銘

⇒
8

。・
窪

山
o
ω
ヨ
〇
二
。。
"

流

浪

生

死
)

に
身

を

任

せ

て
き

た
。

し

か

し
、

今

突

如

と

し

て
目

覚

め
、

し

か
も

自

分

の
中

に
妄

想

の
念

が

生

ま

れ

る
度

ご

と

に
、

こ
う

し

た

妄

想

に
従

わ
ず

、

行

(
住
o
ω
9
0
8
9

押
ミ
§
§

)
を

な

す

な

ら
ば

、

命

あ

る

も

の
す

べ

て

は
、

解

脱

さ

れ

る

の
で
あ

る
。

こ
れ

こ
そ

、

働

わ
れ
わ
れ
が
目
覚
め
る

(%、ミ
恥ミ
ミ
)
と

い
う

言
葉
を
用
い
る

場
合
で
あ
る
。

『樗
伽
経
』
に
言
う
と
こ
ろ
の

「菩
薩
念
念
正

㈱受
」
す
な
わ
ち
思
念

に
思
念
を
重
ね
て
妄
想
を
遠
ざ
け
、
こ
う

㈱

し

て
解

脱

し

た

と

は
、

こ

の
意

味

で
あ

る
。

『
仏

頂

経

』

(
冨

岡

bロ
爲
§

◎
寒

鍔
黛
)

は
第

三

巻

で

次

の

よ
う

に
述

べ

る
、

「
阿

難

(
〉
昌
9
昌
ユ
9
)

、

お
前

は

〔
事

物

界

を

形

作

る
〕

塵

が

浮

ぶ

よ

う

な
見

せ

か

け

の
現

象

が

生

ま
れ

た
と

こ

ろ

で
同

じ

く

消

え

る

と

い
う

こ
と

を

ま

だ

理
解

し

て

い

な

い
。

も

ろ
も

ろ

の
現

象

が

虚

妄

(
竃

霧

o
貯
o
)

で
あ

る

の

は
、

そ

れ
が

相

(
訟
αq
昌
0

9
℃
亨

輿

o
⇔
計

ミ
言

§

黛
)

に
す

ぎ

な

い

か

ら

で
あ

る
。

現

象

は
、

そ

の
本

性

に
お

い
て
、

正

し

く

悟

り

の
極

地

の
発

光

体

(
o
O
壱

。。

ε
邑

昌
2

×

像
o

一、国
く
o
躍

鶏

び
醤
目
o
)
に
合

体

し

て

い

る
も

の

で

あ

る
。
こ

の
よ
う

に
、
五
蔭

(
ド
ω
O
ぎ
αq
9
σq
誌
αQ
讐
。。"
暮

§

織
ぎ

)
・

六

入

(
冨
。。
。。
冥

o
艮
誌
o
。。Ψ
魯

ミ
§

黛

冒
8
『昌
o
ω
)

を

含

め

て

ま
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で
、

十

二
処

(
良
o
ψ

像
o
自

⑦

幕

`
メ

魯

ミ
§

a

ぎ
諾
ヨ

2

簿

o
×
8
ヨ
o
ψ
)

か

ら
十

八
界

(9
×
渉
忌
昏
血
O
言
臥
P
o
。。
Ψ
§

縞
鍵
)

に

到

る

ま

で
、

因

果

の
組
合

せ

か

ら
生

ま
れ

る

の

は
虚

妄

に
す

ぎ

ず

、

ま

た

因
果

の
分

離

か

ら
見

か

け

の
上

で
破

壊

さ

れ

る

の

㈹

も
、
虚
妄
以
外

の
何
も
の
で
も
な
い
。

〔虚
妄
で
あ
る
場
合
を

除
け
ば
、
〕
輪
廻
転
生
を
知
る
こ
と
は

で

き

な
い
。

如
来
蔵

(§
ミ
ミ

ミ
ミ

、鵡
ミ
貸磧
ミ
いぎ
)
は
永
遠
で
あ
り
、
光
り
輝
く
。

こ
れ
は
、あ
る
が
ま
ま
の
姿

(冨

甕
げ
一ぎ

o
臥
霧
濠
u
言
馬ぎ
ミ
)

を
本
質
と
す
る
。真
理
と
永
遠
性
を
有
す
る
こ
の
本
質
に
、
人
は

転
生
を
捜
し
求
め
る
の
か
?
人
は
輪
廻
に
迷
わ
さ
れ
る
の
で
は

な
い
か
?
輪
廻
転
生
を
こ
こ
に
見
い
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。」

Q。
"
ミ
①

如
未
得
不
思
不
観
如
如
之
理
事
、

潤

δ
雷

り
申
い

如
未
得
不
思
不
観
如
如
之
理
事
、

行
六
波
羅
蜜
。

須
行
六
波
羅
蜜
。

ス
タ
イ
ン
文
書
に

欠
落
す
る

「須
」

は
必
要
で
あ

る
。

『宗

論
』

一
五
三
頁
註
7
で
述
べ
た
通
り
、

「事
」
は
筆
録
上

の
誤
り

で

は
な
い
。
た
だ
単
に
次
の
よ
う
に
解
さ
る
べ
き
で
あ

ろ
う

。

「
如
未
の
本
性
が
不
思
不
観
に
あ
る
と
い
う
こ
の
事
実

(
こ
の
こ

と
)
を
今
だ
捉
え
て
い
な
い
限
り
は
、

ミ
§
ミ
)

を
修
行
す
べ
き
で
あ
る
。
L

六

波

羅

密
↑
(
冨
。。

0。
一×

辱
斜
1

ρ

ミ
刈ーミ
○。

當
沙
州
降
下
之
日

〔
欠
〕
、
奉

進
上
、
図
敢
帥
説
。
後
追
到

訟
割
、
屡
蒙
聖
主
詰
問
。
詫
劫
発
遣
赴
濯
婆

〔
「裟
」
と
読
む

教
令
説
禅
。
復
於
章
蹉
、

及
特
便

〔
「
使
」
と
読

む
〕

濯

婆

〔
「裟
」
と
読
む
〕
、
激
月
盤
詰
。
又
於
勃
碧
漫
、
尋
究
其
源

非
是

一
度
。

垣

一総
斜

?
一い舎

植
も。

當
沙
州
降
下
之
日
、
奉

賛
普
恩
命
、
遠
追
令
開
示
禅
門
。
及

至
選
裟
、
衆
人
共
問
禅
法
。
爲
未
奉
進
止
、
回
敢
帥
説
。
後
追

到
割
、
屡
蒙
聖
主
詰
。
詫
劫
発
遣
赴
濯
裟
、
教
令
説
禅
。
復
於

章
蹉
、
及
特
便

〔
「使
」
と
読
む
〕
濯
裟
、
激
月
盤
詰
。
又
於

勃
磐
漫
、
尋
究
其
源
、
非
是

一
度
。

摩
詞
衛
僧
が
チ
ベ

ッ
ト
王

(閑
8
甲
℃
o
)

に
宛
て
た
二
度
目
の

陳
情
書
で
あ
る
こ
の
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
、

ス
タ
イ
ン
文
書
は
、

長
い
偶
と
数
箇
所
の
書
体
の
誤
り
を
含
ん
で

い
る
。
両
方

の
文
書

に
、
や
や
奇
妙
な
表
現
、
図
敢
"

「敢
て
し
な
い
」

(
「
図
」
は

「岡
」
で
、

『宗
論
』

一
五
四
頁
十

一
行
目

に
訳
し

た

よ

う

な
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「
何

敢

」

で

は
な

い
)

が

使

わ

れ

て

い
る
。

摩

詞
術

が

初

め

て

ラ

サ

に
滞

在

し

た

後

で
、

チ
ベ

ッ
ト

王

に
会

見

し

た
場

所

を
、

ス
タ

イ

ン
文
書

は
、

ペ

リ

オ
文

書

の

「
割

」

に
代

え

て

「
訟

割

」

(N
り

≦
8

σq
-犀
珍
)

と

呼

ん

で

い

る

(
『
宗

論

』

一
五

四

頁
註

7
参

照
。

「
割

」

と

い
う

文

字

が

王

陵

攣

九

三

九
文

書

に
見

ら

れ

る
。

ペ

リ

オ
文

書

三

六

二
七

号

、

一
、

十

八
)

。

「
訟

割

」

は
、

明

ら

か

に

《

N
`
》
涛
輿
》

も

し
く

は
《

N
⊆
昏

8
窪

碧

"
N
⊆
雫
8
窪

輿

》

で

あ

り

、

今

日

の
地

図

で

《

N
∈
　σq

す

『
》

に
当

る
。

こ

こ

は

八
世

紀

に

チ
ベ

ッ
ト
王

廷

の
住

居

の

一
つ

で
あ

っ
た

。

「
訟

割

」

こ
そ

、

七

五

六
年

夏

、

チ

ソ

ン
デ

ッ

エ

ン

(
卿
【げ
N
一Ioo
「
O
け
■一窪
O
■σ
0
9
昌
)

の
王

位

を
継

い
で

七
九

七
年

に
到

る
ま

で
在

位

し

た

チ

ベ

ッ
ト
王

が

や

や
後

に
中

印

宗

論

を

主

宰

し

た

場

所

の

は
ず

で

あ

る
。

ト

ゥ
ィ

チ

は
、

摩

詞
術

が

チ

ベ

ッ
ト
王

に
招

致

さ

れ

た

第

四

回

目

の
宗

論

の

場

所

、

中

国
語

で
《

南
O
■一一-目
9
昌
》

(
ス

タ
イ

ン
が

確

認

し

た

読

み

㈱

方

)

を

《
】W
轟
σq
-ヨ
碧
》

と
確

定

し

た
。

《

廓
§
σq
-已
母
》

も

し
く

は
《

甲

9
σq
乱

ヨ
醇

》

す

な

わ

ち

「
赤

い
岩

」

は
、

今

日

の
《

目
『㌣

αQ
ヨ
母

》

に
当

り
、

チ
ベ

ッ
ト

王

の
夏

場

の
主

な
居

住
地

の

一
っ

で
あ

っ
た

。

こ

の
点

は
、

し
ば

し
ば

敦

焼

の
年

代

誌

に
触

れ

ら
れ

て

い

る
。

こ

の
地

は
ま

た
、

チ

ソ

ン
デ

ッ

ェ
ン
王

の
生

ま

れ

た
場

所

で

も
あ

っ
た
。

《
田
§

σq
白

碧
》

と

《
N
⊆
昌
涛
碧

》

は
、

ラ

サ

の
南

東

、

サ

ム

エ
に
程

近

い

《

O
。
巴

も

o
》

(頃
雷

ぴ
琶
巷

〇
三

『o
)

の
北

岸

に
位

置

し

て

い
た
。

こ

の

一
節

全

体

は
、

王

室

の
移

動

生

活
の
様
子
を
よ
く
伝
え
て
い
る
が
、
サ
ム
エ
と
呼
ん
で
い
な
い
こ

ど
に
気
づ
か
れ
よ
う

(私
の
知
る
か
ぎ
り
、
唐
代
漢
文
献
中
に
こ

の
語
を
見
な
い
)
。
こ
れ
は
、
ト
ゥ
ィ
チ
が
提
案
し
た
宗
論
場
所

の
決
定
と
相
い
れ
な
い
点
で
あ
る

(上
記
、
註
57
)
。

ω

》

悼
。。
O

方
遣
局
達
摩
廠
低
同
開
禅
教
、
然
始

姓
宜
寮

〔官
寮
と
読
む
〕
審
知
。

男

一総
ダ

心
-U

方
遣
局
達
摩
低
同
開
禅
教
、

官
寮
蓋
知
。

勅
令
領
下
諸
虚
、
令
百

然
始

勅
令
領
下
諸
虚
、
令
百
姓

ス
タ
イ
ン
の
読
み
方
に
よ
れ
ば
、
禅

の
示
衆
で
摩
詞
衛
を
助
け

た
人
物
の
名
は
、
達
摩
麿
低

(U
げ
碧
8
鋤ヨ
9
e

以
外
に
あ
り
え

⑱

な
い
。
九
世
紀
の
有
名
な

】≦
碧
も
斜

]≦

-冨

轟
甲
℃
9
和
尚
の
法

名
は
、
か
か
る
も
の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
宗
論
当
時
、
ご
の
名

を
持

っ
い
か
な
る
人
物
も
私
は
知
ら
な
い
。

節
の
終
り
に
か
け
て
、

「
須
」
を

「
領
」
に
読
み
代
え
て
、

『
宗
論
』

一
五
五
頁
の
訳
文

を
訂
正
す
る
必
要
が
あ
る
。

「
ほ
ど
な
く
、
あ
ら
ゆ

る

場

所

で

〔禅
を
〕
説
け
と
命
ぜ
ら
れ
た
の
は
、
官
民
が
す

っ
か
り
教
化
さ

れ
た
た
め
で
あ
る
。
」
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師
僧 ρ
宜 ゆ
寮83
〔

　

寮
L

を

 

男

一9
P

①

師
僧
寮

「寮
」
と
読
む
〕

ス

タ
イ

ン
の
読

み

方

に
よ

れ
ば

、

摩

詞
術

に
寛

大

主

義

(冨
×
一-

ω
日
o
)

と

の
非

難

を
浴

せ

た

の
は
、

必
ず

し

も

イ

ン
ド

の

「
僧

・

師

達

」

《
ヨ
◎
一b
[O
ω
1b
P
9
μ一
『⑦
ω》

だ

け

で

は

な

く

、

チ

ベ

ッ

ト

の

「
官

僚

達

」

《

馬
O
】口
O
瞥陣O
鵠
謬
櫛
陣『
O
ψ
》

も

同
様

で

あ

っ
た

。

こ

の
点

に

は
、

政

治

外

交

上

の
事

情

が

か

ら

ん

で

い
る

(
『
宗

論

』

一
八

〇

頁

以

下

参

照

)

。

こ

の
意

味

で

『
宗

論

』

一
五

七

頁

一
及

び

九

行

目
、

註

2
を

訂

正

し

な
け

れ

ば

な

ら

な

い
。

ρ

も。
8
-
も。
8

摩

詞
衛

依

止
知

〔

「
和

」

と
読

む
〕

上
、

法

號

降
魔

、

小
福

、

張

和

上

、

雄
仰

、

大
福

徳
、

六
和

上
、

同

教

示

大

乗
禅

門
。

押

一♂
ダ

①
占
い
刈や

一

摩
詞
依
止
和
上
、
法
號
降
魔
、

六
和
上
、
同
教
示
大
乗
福
門
。

小

福

、

張

和

上

、

准

仰

、

大

福

、

改

訂

訳

(

『
宗

論

』

一
六

一
頁

参

照

)
、

「
私

、

摩

詞
衛

の
和

上

(
日
騨
ゆ膚
o
。。
伍
、9
℃
℃
乱

)

は
、

降
魔

(口
冨
昌
σq
-巳
9
)
、

小
福

(聞
,

0
二

一〇

℃
o
簿

)
、

張

和

上

(
ζ

p
ゆ#
o

↓
o
冨

昌
αq
)

、

雄

仰

(
≦

9

ゆ

ゆ

受
9
⇒
σq
)
、

大

福

徳

(
聞
o
⊆

♂

Ω
轟
昌
畠
)

と

い

っ
た

法

名

を

お

持

ち

の
方

々
で
あ

っ
た
。

六
和

上

は
す

べ

て
、

私

に
大

乗

の
禅

法

を

教

え

ら

れ

た
。

」

働

「
和
上
」
と
は
、
新
到
の
得
度
式
後
、
彼

ら
と
生
活
を
共
に
し

㈱

彼
ら
の
指
導
の
任

に
当
る
老
僧
を
言
う
。

テ
キ
ス
ト
に
句
読
を
切

る
の
は
む
ず
か
し
い
。

つ
ま
り
、

全
部
で
六
師
と
な

る

に

は
、

「法
號
」
を

一
つ
の
名
前
と
し
て
数
え
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
が
、

そ
れ
は
無
理
と
思
わ
れ
る
。
摩
詞
術
は
、
自
分
の
正
統
性
を
示
す

た
め
に
、
こ
こ
に
禅
を
教
え
て
く
れ
た
師
達

の
名
声
を
借
り
て
い

る
の
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
こ
れ
ら
の
内
、
三
師
は
他
の
所
で

知
ら
れ
て
い
る
。

團

「
降

魔

」

《

冨

U
o
§
窟
o
L
≦
餌
鎚
》

、

別

名

降
魔

蔵

(
国
ド
昌
σq

ーヨ
翰
目
旨

5
αq
"
日
ωo
p
σq

は
、

彼

の
法

名

の
第

二
音

節

に
当

る

は
ず

で
あ

る
)

は
、

廣

福

院

(
内
o
§

昌
αq
ら
8

団
轟

昌
)
に

住

し

た

明
瑠

(
]≦

p
σq
含

碧

)

禅

師

の
弟

子

名

(
む

し

ろ
異

名

)

で
あ

っ
た
。

廣

福

院

は
、

黄

河

左

岸

の
洛

陽

(
日
o
受

9
昌
)

に
程

近

い
、

今

日

の
河

南

省

(
国
O
占
き

)

河

陽

(
国
O
受
9
ロ
)

の
大

都

山

(]≦
O
巨

㈱

目
ロ
み
〇
二
)

に
あ

っ
た

僧

院

の

こ
と

で
あ

ろ

う
。

降

魔

(蔵

)

は
安
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徽

省

(
Z
σq
9。
亭
ず
2

9
)
で
生

れ

た
が

、

河

北

出

身

の
役

人

の
家

の

出

で

あ

っ
た
。

彼

は
、

そ

の
異
名

か

ら
分

る

よ
う

に
、

祓

魔

式

(
一90
×
O
『
6一
ωヨ
O

鮎
O
oo
血
伽
ヨ
O
昌
◎o
)

を

と

り

行

っ
て

い
た

。

降

魔

(
蔵

)

は
、

明
　贋

に
得

度

を
受

け

た
後

、

「
南

宗

論

」

《

貯
鉱
ま
ω

鮒

傷
o

一。禽

o
冨

費

ω
輻
像
》

を

学

び

、

さ

ら

に
神

秀

(○
げ
o
亭
巴
o
o
～

①
O
①
も
O
①
)
、

い

わ

ゆ

る
北

宗

に

つ
い
た

。

そ

の
後

、

菟

州

東

嶽

(
℃
陣O

α
O

一9団
ポ
一
α
O
ノ
顎O
昌
瞳什O
げ
①
〇
二
)
別

名
、

泰

山

(目
、巴
お
げ
9
昌
)

に
住

し
、

こ

こ

で
沢

山

の
弟

子

を

も

う

け
、

多

く

の
人
物

を

一
角

㈱

の
も

の
に
育
て
上
げ
た
。
享
年
、
九
十

一
歳
で
あ

っ
た
。

降
魔

(蔵
)
は
、
七
〇
六
年
に
没
し
た
神
秀
と
共
に
、
神
会
及

び
そ

の
弟
子
、
六
五
二
年
か
ら
七
三
九
年
を
生
き
た
普
寂
(団
、o
午

什
。。同)
の
嘲
笑
を
か
っ
た

一
人
で
あ

っ
た
。
神
会
ら
か
ら
す
れ
ば
、

彼

ら
は
北
宗

の
代
表
で
あ

っ
た
。
な
お
さ
ら
神
会
ら
が
非
難
す
る

対
象
は
、
純
粋
な
信
奉
者
達
が
容
易
で
あ

っ
て
も
効
果
の
薄

い
逃

避

に
身
を
ま
か
せ
る

「坐
禅
」
《
U
ξ

倒§

碧
自
o
=
且
》
と
い
う

静
寂
主
義
を
北
宗
が
持

っ
て
い
た
点
で
あ

っ
た
。
初
宋
の
禅

の
年

代
誌
は
、
神
秀

の
高
弟
と
し
て
西
京
義
福

(ピ
竃
o
`
像
o
月
oゴ
.㌣

⇒
σq出
σq
。。昌
)
、
京
兆
小
福

(閏
〇
二
一〇
団
o蜂

儀
o
冨

]≦
偉
「o
℃
o
一〇)

㈹

と

共

に
、

降

魔

の
名

を
挙

げ

て

い

る
。

摩

詞

術

が

明

ら

か

に
京

兆

小

福

を
自

分

の
師

の

一
人

と

し

て
挙

げ

て

い

る
と

こ

ろ

か
ら

、

大

福

(
聞
0
9

一Φ
∩
甲『9
昌
α
)

は
、

幸

い

に

も

義
福

に
当

る

こ
と

に
な

る
。

こ

の
点

は
、

伝

記

・
碑

銘

資

料

中

に

よ
く

知

ら

れ

て

い

る

こ

と

で

あ

る
。

義

福

は
、

今

日

の
山

西
省

(
O
び
。。
苧
巴
)
出

身

で

六

五

八
年

に
生

ま

れ
、

最

初

洛

陽

の

(
杜

〕

肺

(
〔
門
O
ε

囚
.ご
)
の
弟

子

と

な
り

、

さ

ら

に

は
神

秀

に

つ

い
た

。

七

〇

六

年

、

神

秀

亡

き

後

、

終

南

山

(
目
o
げ
o
昌
αq
き
9
昌

6
げ
9
♪

一⑦

目

び
毎

α
o
日
o
胃
碧

σq

占
σq
g
P
)

に
住

し
、

こ

こ

で
朝

廷

の
高

官

達

の
懐

刀
と

な

っ
た
。

七

二

二
年

以

降

、

義

福

は

こ
都

間

を

交

々

に
住

み
替

え

て
、

移

動

の
度

ご

と

に
参

内

し

た
。

七

三

六
年

に
没

し

た
時

は
、

国

葬

の
栄

鋤

誉
を
受
け
た
。
神
会
が
こ
う
し
た
朝
廷

の
顧
問
僧
を
恐
れ
て
、
こ

れ
に
南
宗

の
あ
ら
ゆ
る

「改
革
」
《
『恥
o
『8
0
》

で
対
抗
し
た
こ

と
は
、
人
の
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
年
代
誌
上
、
義
福
は
敦
煙
の

摩
詞
衛

の

「和
上
」

の
一
人
で
あ

っ
て
よ
い
。
こ
の
点
は
、
チ
ベ

ッ
ト
宗
論

の
時
期
、
七
九
二
年
か
ら
七
九
四
年
に
か
け
て
義
福
が

長
寿
で
あ

っ
た
こ
と
の
証
明
と
な
る
。
剃
髪

(愚
翁
aミ
ミ
&
)
年

齢
は
、

一
般
に
二
十
歳

(わ
れ
わ
れ
に
と

っ
て
は
、
十
九
歳
ー
た

だ
し
現
在
で
は
、
十
八
歳
)
で
あ
る
が
、
義
福

の
没
年
七
三
六
年

以
前
に
、
中
支
に
お
い
て
剃
髪
年
齢
が
二
十
歳
と
定
め
ら
れ
て
い

た
と
い
う
証
拠
は
何
も
な
い
。
小
福
に
つ
い
て
は
、
お
そ
ら
く
彼

は
、
河
北
の
荊
州

(〆
言
Gq-9
ず
o
o
二
)

で
神
秀

の
弟
子
で
あ

っ
た

恵
福
(}貞O
⊆
O
一Ih
O
=
)
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
恵
福
は
、
の
ち
に
藍
田

(】『9
一Pl↓謎
ω
一P)

の
玉
山

(く
二
占
ゴ
9口
)
に
住
し
た
が
、
玉
山
は
西

京
に
遠
か
ら
ず
、
そ
の
東
方
に
位
置
し
て

い
た
。
恵
福
は
、
八
世

紀
初
め
の
年
代
誌
に
神
秀
の
四
法
嗣
の

一
人
と
し
て
記
さ
れ
て
い
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る
。
他
に
義
福
が
あ

っ
た
。

注
目
す
べ
き
は
、
摩
詞
衛

の
挙
げ
た
師
達
が
こ
と
ご
と
く
北
宗

に
属
し
て
い
た
点
で
あ
る
。
南
宗
は
、
中
印
宗
論

の
漢
文
献
に
決

し

て
名
指
で
触
れ
ら
れ
た
こ
と
は
な
い
。
確
か
に
摩
詞
術
は
、
国

際

的
な
論
争
に
臨
ん
で
ま
で
、
何
も
中
国
禅
を
別

つ
宗
派
上
の
確

執

を
暗
に
灰
め
か
す
必
要
が
な
か

っ
た
。
南
宗
が
公
式
に
批
判
し

鵬

て

い
た

「看
心
」
《
器
σq
ga
・
=

、・
。・℃
葺
》

と
い
っ
た
教
説
に
関

す

る
摩
詞
衛

の
、
主
張
あ
る
い
は
よ
り
ど
こ
ろ
と
す
る
経
典
の
選

択

は
、
若
き
日
に
師
達
か
ら
受
け
た
教
え
を
そ
の
歳

に
な

っ
て
も

㈲

忘
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
。
師
達
は
、
八
世
紀
の
初
め
数

十
年
間
、
唐
王
朝
や
主
要
都
市
で
北

の
宗
旨
を
教
え
て
い
た
の
で

あ

る
。

〔
原
註
〕

ω

こ
の
研
究
委
員

会
の
構
成
及

び
計
画

に
関

し
て
は
、

一
九
五
七
年

ま
で
に
日
本

で
発
表

さ
れ

た
業
績
を
集

め
た

『
敦
煙
文
献
研
究
論
文

目
録
』

(東
京
、
東
洋
文
庫
、

一
九
五
九
年
)

の
序
文
に
、
若
干

の

報
告
が
見
ら
れ

る
だ

ろ
う
。
詳
細
な
大
英
博
物
館
蒐
集
目
録

が
研
究

委
員
会

の
手

で
、
近

々
発
表
さ
れ
る
予
定

で
あ
る
。

②

一
九

五
八
年

の
胡
適
論
文

(
八
七
三
頁
ー

八
七
五
頁
)
が

決
定

し

た
年
代

は
、
暦
を
根
拠
と
す
る
も

の
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
証
拠

た
り

う

る
と
思
う
。

一
般

に
認

め
ら
れ
て

い
る
六
六
八
年
ー

七
六
〇
年

と

い
う
年
代
は
、
放
棄
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、

ジ

ェ
ル
ネ
は
、

『
ア
ジ

ア

・
ジ

ャ
ー
ナ

ル
』

一
九

五

一
年
、

五
十
九
頁

(
「
九
十

二

歳

」
は

「
九
十

三
歳
」

の
印
刷

ミ
ス
で
あ

る
)

で
、
な

お
も
か

つ
そ

う
し
て

い
る
。

③

胡
適

『榊
會
和
尚
逡
集
』
上
海
、

一
九
三
〇
年
。

こ
の
遺

集
は
、

ペ
リ
オ
漢
文
書

三
〇
四
七
号

の
首
部
を
も
と
と
す
る

『語
録

』

の

一

部

(
こ
の
表
題

「
問
答
雑
徴
義
」
は
、
今
日

ス
タ
イ

ソ
文
書

六
五
五

七
号
と

し
て
知
ら
れ

て
い
る
)
九
十
七
頁
-

一
五

二
頁
と
、

ペ
リ
オ

文
書

三
〇
四
七
号

の
後
半
部
を
も
と
と
す
る

「
菩
提
達
摩
南

宗
定

是

非
論
」

の
首
部

一
五
九
頁
-

一
六
七
頁
と
、
ペ
リ
オ
文
書

三
四
八
八

号

に
よ
る
断
簡

(
少
し
後

で

「
定
是
非
論

」
に
属

す
る

こ
と
が
証

明

さ
れ

た
が
)

】
七
五
頁
ー

】
八

六
頁
と
、
最
後

に

ス
タ
イ

ン
蒐
集
文

書

四
六
八
号

に
よ
る

「
頓
悟
無
生
般
若
顛
」

(
別
名

「
荷

澤
大
師
顯

宗
記
」
)
と
題
す
る
小
論

一
九
三
頁
i

一
九

五
頁
と
を
含
む
。

ω

鈴
木
貞
太
郎
、
公
田
連
太
郎
共
編

『轍
燵
出

土
荷
澤
融
會
輝
師
語

録
』
鈴

木
大
拙
解

説
、
東
京

・
一
九

三
四
年
。

こ
の
文
書

の

一
複
写

本
が
所
蔵
者

の
配
慮

で

一
九

三
二
年

に
発
表

さ
れ

て
い
た
。

⑤

鈴

木
大
拙
校
刊

『少
室
逸
書
及
解
説
』
複
写
本
三
十
七
頁
-
五
十

三
頁

。
テ
キ
ス
ト
ー
、

五
十
七
頁
-

六
十

一
頁

(
写
字

)
。

テ
キ

ス

ト
π
、

五
十
頁
-

六
十

八
頁

(
研
究
)
。

写
字
と
研
究

の
や
や
異
な

る
校
訂
が

、
『
大
谷
学
報
』
第
十
六
巻
四
号
、

一
九
三
五
年

十
二
月
、

に
見
ら
れ

る
。

文
書
分
類

番
号
に

つ
い
て
は
、

陳

垣

「
敦
煙

却
鯨

録
」

一
頁
ー

三
十
頁

>
8
脅

日
莚

憩
巳
8

一
㊤
。。
ポ

℃
・
U
鵠

"

を
参

照

の
こ
と
。

⑥

』
・
Ω
。
議
3

肉
ミ
、
ミ
§
隔
§

§

ミ

偽
譜

b
電
昏
§

9

§
忘
§
臨

§

き

-ミ

〔
『荷

澤
神
會
禅
師
語
録
』
〕

(軌
題
-
鳶
も
y

寓
碧

o
=

り
お

●

⑦

』
.
O
。
ヨ

。計

..国
。
鴨
壱
三
。
脅

日
鉱
母
。
傷
⇔
U
ξ

》
§

9

g

-
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ご
o
g
9

傷
口

出
?
富
o,

〔「
荷

澤

神
會

禅

師

の
伝

記

」
〕

(
O
O
Q。
占

①
O
y
..

凍

り
一
8

一
鴇
℃
』

㊤
占

9

⑧

導
こ

や

8

占

c。

(
鈴

木

刊

北

京

文

書

に
依

る
)
。

⑨

』
・
O
o露

g
鴇

..O
。
目
も
ま
旨

。巨

聾

×

団
韓

お
諏
。
蕊

仙
ロ

日
9
ぽ

。

留

U
ξ

》
銘

O
げ
9

占
2

。
陣

〔
「神

會

禅

師

語

録

補

遺

」
〕

(①
①
。。
1

蕊

O
y
、、
鴇

鴇

9

×
H
H
メ

一8

♪

℃
ワ

ホ

も。
墨

U
Q。
・

⑩

奪
己
℃
℃
・
出

o。
ム

①
①
・

二
複

写

本

を
含

む

。

こ
れ

が

、

一
九

五

八

年

胡

適

刊

ペ

リ

オ
文

書

二
〇

四

五

号

で

あ

る

。

⑪

≦
-・
H
帥o
び
o
口
臣

p
ポ

、、日
げ
o

ω
o
増
B
o
ロ

o
h
ω
ゲ
o
旨
-げ
忌

〔「
神

會

の

説

法

」
〕
堕、、
」
隔
旨

さ

、
ミ
噂

Z

●ω
.
目

ど

芦

一
〇
q
P

℃
℃
・
一
も。
図
占

呂

・

⑫

宇
井
伯
寿

『輝
宗
史
研
究
』
1
所
収

「
荷
澤
宗

の
盛
衰
」
東
京
、

一
九
三
九
年
、

一
九

二
頁
ー

二
六
八
頁
。
山
崎
宏

「
荷
澤
榊
會
縄
師

考
」

『東
洋
史

學
論
集
』

n
、
東
京
、

一
九

五
四
年
、

四
三
三
頁
ー

四
五

二
頁
。
そ
の
他
。

⑬

胡

適

「
新
校
定
的
敦
焼
写
本
神
會
和
尚
遺
著

両
種

」
中
央
研
究
院

歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
、
第

二
十
九
本
、

『慶

祀
趙

元
任

先
生
六
十

五
歳
論
文
集
』

」
§
概
§

貯

盟
ミ
ミ
導
ぎ
㍗
婁

日
巴
℃
9

一〇
U
Q。
矯

℃
℃
・
。。
ミ
ー
。。
Q。
ド

ニ
複
写
本
付
。

⑭

上
記
、
註
⑩
。
胡
適
が
ジ

ェ
ル
ネ

の
二
写
本
と
同
じ
も

の
を
複
製

し
な
か

っ
た
点

は
、
幸

い
で
あ
る
。

09

こ
の
宗
論

の
開
幕

は
、
七
三

二
年

二
月
十
五
日

で
あ
る
。
胡
適
が

一
九
三
〇
年

に
決
定
し
た
よ
う
な
、
あ
る

い
は
ジ

ェ
ル
ネ
が

一
九
五

一
年

に
四
十

一
頁

で
認

め
た
よ
う
な
七
三
四
年

で
も
な
け
れ
ば
、
松

本

文
三
郎
が

「
六
祖
壇
経

の
書
誌
學
的
研
究
」

『
暉
學
研
究
』
第
十

七
号
、

一
九
三
二
年

三
月
、
四
十
五
頁
-
四
十

六
頁

で
考
え

た
よ
う

な
七
三
三
年

で
も
な

い
。

⑯

ジ

ェ
ル
ネ
、

}
九
五

一
年

、
三
十
九
頁
、
及

び
胡
適
、

一
九

五
八

年
、

八
二
七
頁
参
照
。
..9
口
口
澄
、、
に

つ
い
て
は
、

ペ
リ
オ
文
書

二
〇

四
五
号

の
序
が
引

き
合

い
に
出
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
七
四
四
年

以

降
、

「載

」
は
、
公
式

に

「
年
」
に
と

っ
て
代

っ
た
。

こ
れ
は
、
胡

適
が

一
九
五
三
年

『
前
掲
書

』
八
七

三
頁

で
推
察
し
た
よ
う

に
、
序

及
び
本
文
が

こ
の
時
代
以
後

に
作
ら
れ

た
こ
と
を
必
ず
し
も
証
明
し

て

い
な
い
。

ペ
リ
オ
文
書

二
〇

四
五
号

の
写
本

は
、

せ
い
ぜ

い
こ
の

語
彙
が
厳
密

な
も

の
と
な

っ
た
時
期

(
七
四
四
年

か
ら

七
五
八
年

に

か
け
て
)
に
遡

る
に
す
ぎ

な

い

(平
岡
武
夫

『
唐
代

の
暦
』
京
都
、

一
九
五
四
年

、

一
五
六
頁
及
び

一
七
四
頁
参

照
)
。

⑰

智

L

o
い
一矯
℃
・
⑦
①
旨
.
q。
噛
」
§

～§
、
ミ
u
一〇
u
卜。
》
℃
」
禽

印
』
O
・

03

こ
の
テ
キ
ス
ト
は
、
ペ
リ
オ
文
書

二
〇

四
五
号

の

一
枚

に
載

っ
て

い
る
が
、

こ
れ
は
、
然
る
べ
き
場
所
を
逸

し
て
糊
づ

け
さ
れ

た
も

の

で
あ

る
。

ジ

ェ
ル
ネ
、

一
九

五
四
年
、
四
五
八
頁
註
8
、
胡
適
、

一

九
五

八
年
、
八
三
四
頁
十
行
i
十

二
行
、
八
三
六
頁
三
行
ー

四
行
参

照
。

⑲

鈴
木
大
拙

『少
室
逸
書
』
図

51
、
本
文
1
、

六
十
九
頁

一
行
ー

二

行
。

⑳

」
§

ミ
ミ
ミ
L

o
賛

℃
」
包

p

ア
。。
魯

一雲

轟
費

g
ぎ

・

リ

ー
ベ

ン
タ
ー

ル
は
、

「
當
如
法
説
」

を

「
あ
な

た
は
、
法

に
説

か
れ

る
こ
と
を
教

え
る
べ
き

で
あ

る
」
と
訳
す
。

「
如
法
」

は
、

「
法

に

合
わ
せ
て
」
(
梅
ミ
書
寒
ミ
§

§
)

を
意
味

し
、

こ
れ
は
、
全
く
別

の

こ
と
で
あ

る
。

こ
の
点

に

つ
い
て
は
、

『維
摩
経
』

(
『
大
正
蔵
』

四
七
五
番
、

i
、

五
四
〇

a
、

4
)

の
文
脈

を
思

い
出
さ
れ
た

い
。

そ

こ
に
は
、
リ
ー
ベ

ン
タ

ー
ル
が

指
摘

す
る
よ
う
に
、

こ
の
表

現
が

引
か
れ
て

い
る
。

『
壇
語
』

の
以
下

の
文
は
、
胡
適

の
句
読
に
も
か
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か
わ
ら
ず

、
引

用
で
は
も

は
や

な

い
。

⑳

胡
適
、

一
九
三
〇
年
、

=
二
〇

頁
、
十

一
行
。

「
不
捨
生
死
而
ス

浬
葉
、
是
頓
悟

」
及

び

「
凝

心
入
定
、
住

心
看
漂
」
な
ど

の
実
践

に

対

す
る
神
會

の
根
強

い
呼
び

か
け

を
参
照

の
こ
と
。

⑫

「
南
宗

定
邪

正
五
更
轄
」
胡
適
、

一
九

五
八
年
、

八
三
七
頁
-

八

三
八
頁
。

リ
ー
ベ

ン
タ
ー
ル
訳
、

一
九

五
二
年
、

一
五
四
頁
ー

一
五

五
頁
。

㈱

ペ
リ
オ
文
書

二
二
七
〇
号

(
「
五
更
轄
類
」
)

は
、

「
北
宗

五
方

便

」
に
続
く
。

こ
の
点

に
つ
い
て
は
、
宇
井

『
輝
宗
史
研
究
』
1
、

一二
五
山ハ
頁
ー

一二
七
〇
頁
を
見

よ
。

⑳
　

露
6

(無
表
題
)

と

鍼

18

(
「
南
宗
定
邪
正
五
更
轄
」
)
、

許
国
森

編

『敦
煙

石
室
写
経
題
記
與
敦
煙
離
録
』
上
海
、

一
九
三
七
年
、
九

十

二
頁
-
九
十

三
頁
。
傳
芸
子

『
白
川
集

』
京
都
、

一
九

=

二
年

、

二
四
三
頁
ー

二
四
四
頁
。
任

二
北

『
敦
煙

曲
校
録

』
上
海

、

一
九
五

五
年

、

=

一
六
頁
ー

一
二
八
頁
。

㈲

胡
適
、

一
九

五
八
年
、
八
三
〇
頁
、

二
行
ー

三
行

。

㈲

露

6
は
、

「
一
坐
還
同
八
万
却
」
と
す
る
。
胡
適

は
、
任

二
北

の

研
究
資
料
を

付
し
た

北
京
文
書

に
よ

っ
て

そ
の
他

を

訂

正
し
て
い

る
。

五
句
目

の

「
不
望
恩
」

は

「
不
忘
恩
」

で
あ

る
。

四
句
目

の

「
四
更
蘭
」
は
、
露
6

(
リ
ー
ベ

ン
タ
ー

ル
が

一
九

五
二
年

に

一
五

五
頁
註
95
で
見
た
通
り
)
に
お
け
る
よ
う

に
、

「
閲
」

と
読

ま
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
。

　⑳

」
紅
黛
ミ
ミ
ミ
匂
一〇
U
㌍

娼
・
一唱
悼
ロ
・
鵠

・
『大
正
蔵
』

三
七
四
番
×
一、

四
三

一
頁

c
、
十

八
行
ー

二
十
行
参
照
。

㈱
　

ジ

ェ
ル
ネ
、

一
九
四
九
年
、
十

三
頁
、

三
十

四
頁
、
そ

の
他
。

⑳

蓮
華
戒

の

『修
習
次
第
』
第

一
篇
、

ト

ゥ
ィ
チ
編

『
小
乗
仏
典
』

第

二
部
、

ロ
ー

マ
、

一
九

五
八
年

(

『通
報
』

四
十

六
集
、

一
九

五

八
年
、

四
〇

三
頁
)
。

『修
習
次
第
』
第

三
篇

ラ

モ
ッ
ト
訳
。

ド

ミ

ェ
ヴ

ィ
ル

『
ラ
サ
の
宗
論
』

1
、

三
四
九
頁
ー

三
五

二
頁
所
収
。

胡
適
、

一
九

五
八
年
、

八
五
八
頁

(
杜
甫
)
。

諾
橋

の
辞
典

、

七

一
九

頁

a

(蘇
転
)
。

㈲

胡
適
、

一
九

五
八
年
、

八
六
〇
頁
。

㈱

『宗
論
』

一
〇
〇
頁
註
7
、
三
三
五
頁
註

3
。

ト

ゥ
ィ
チ
、

一
九

五
八
年
、

】
九

六
頁
註

2
。

㈱

「
般
若
眞
宗
」
、

『
宗
論
』

一
=

頁
及
び
註
3
。

図

胡
適
、

一
九
三
〇
年
、

一
八
〇
頁
i

一
八
六
頁
。

㈹

胡
適
、

一
九
五

八
年
、
八
六
四
頁
。

㈲

『
宗
論
』

一
六
二
頁
及
び
註

3
。

㈱

国
α
●
○
富

く
碧

需

。。℃
卜
象

§
ミ
ミ
§
脅

馬ミ
謹
時

ミ
§
§
ミ
跨

㌧
ミ

」
ミ
災

偽
鷺
§

§
謹

鳶
%
ミ
ミ
馬
向
§

§

轟
禽
ミ
お
ミ
鳶
ミ
ミ

〔「
オ
ー

レ
ル

・
ス
タ
イ

ン
が

東

ト

ル
キ
ス

タ
ソ
の

砂
中

に

発
見
し
た
漢
文

献

」
〕
、
O
×
ま
a

一〇
一も。
"
℃
』

8
導
昌
。
㊤
U
Q。
・

爾

ペ

リ
オ
文
書

三
四
〇

七
号
、
胡
適
編

一
九

三
〇
年
、

一
一
二
頁
、

六
行
ー

一
=
二
頁
九
行
。
鈴
木
編

石
井
文
書
、
九
頁

三
行
ー

十
頁

二

行

。

ス
タ
イ

ン
文
書

1
、

}
〇

二
頁
ー

=

○
頁
。

シ
ャ
ヴ

ァ
ン
ヌ

の
整

理
番

号
は
、
必
ず

し
も

正
確

な
も

の
で

は
な

い
。
干
閥

の
断

簡

は
、

取
る
に
足
ら
ぬ
が
、
若

干
の
異
文

を
含

む
。

㈹

「
唐
貞

元
八
年
歳
在
未

…
」

(
七
九

一
年
十

一
月

二
二
日
か
、
も

し
く
は
余

り

可
能
性

は
な

い
が
、

七
九

二
年

十

一
月
十

一
日
で

あ

る
)
。
鈴
木

・
公

田
編
、

六
十
七
頁
、

別

の

コ
ロ
ホ
ン
、

八

=

二
年

が
載

っ
て

い
る
。

㈹

一
人

の
僧
が

中
国
人

の

判
官

の
協
力

の

も
と

に

〔
『
神
會

語
録

』
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を
〕
再
版
し
た
。
七
九
〇
年
頃
、
北
庭

(
層
。
=

、げ
αq
)

か
ら
中
国

の

支
配
は

弱
め
ら
れ
て

い
た
(
『
宗
論

』
1
、

一
八
二
頁
註

3
)
が
、
九

世
紀
は
じ
め
、
な
お
も
任
命

さ
れ

た

「
節
度
使
」
が
見
ら
れ

る
(
『
前

掲
書

』
二
六
五
頁
)。

石
井
文
書

(
「
大
唐
」

で
な
く

「
唐
」
)

に
お

け
る
日
付

は
、

こ
の
時
期

に
北
庭
が
も

は
や
中
国

に
属
し

て
い
な

い

こ
と
を
示
す
が
、

こ
れ
は
、
中
国
人

の
多
く
が

こ
こ
に
留
ま
る

こ
と

を
防

げ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

㈹

こ
の
表
題

は
、
編
者
劉
澄

の
名

を
伴

っ
て

「
南
陽
和
尚
」

の
名

の

も
と
に
、

圓
仁
が

八
四
七
年

に

中
国

よ
り

持
ち
帰

っ
た
仏
典

目
録

(『
大

正
蔵
』

二

一
六
七
番
、

一
〇

八
四
頁

a
、
7
)
に
登
場

す
る
。

永
超
も

ま
た
、

一
〇
九

四
年

『東
域
傳
燈
目
録
』

(
『
大
正
蔵

』

二

一
八
三
番
、

一
一
六
四
頁
b
、
13
)
で
、

こ
れ
を
指
摘

し
て

い
る
。

彼

は
、

こ
れ
を
ま

た
聞
き

で
引
用
し
て
、
テ
キ

ス
ト
そ
の
も

の
を
見

て
い
な
か

っ
た
。
当
時
、
日
本

に
お

い
て
も
同
様
、

テ
キ

ス
ト
は
消

失

し
て
い
た
に
ち
が

い
な

い
。

㈱

こ
の
二
文
書

は
、
共

に
同

一
人
物

の
手
に
な
る
も
の
で
は
な
か
ろ

う

か
?

石
井
文
書

は
、
北
庭

で
校
勘
さ
れ
た
も

の
で
あ

っ
て
、

こ

こ
で
書
か
れ
た
も

の
で
は
な

い
よ
う
だ
。

一
九

三
二
年
刊

の
石
井
文

書

の
完
全
な
複
写
本
を
入
手
で
き
な
く
て
、
鈴
木

・
公

田
本

の
冒
頭

に
載
る
画

に
よ

っ
て
し
か
、
判
断
で
き
な
か

っ
た
。

こ
れ

は
、
文
書

の
首
部
及
び
末
尾

の
複
写

で
あ

る
。

こ
の
複
写
本

の
書
体

は
、

ロ
ン

ド

ソ
文
書
と
酷
似
し
て

い
る
。
細

か
な
綴

り
の
相
違

(
た
と
え
ば
、

「
答
」

「
縦
」
な
ど
に
)
が
見

ら
れ
る
。
掲
載
し

た
図
1
、
H
を
見

ら
れ
た

い
。

㈹

こ
れ
は
、
ペ
リ
オ
文
書

二
〇

四
五
号

1
、

二
八
〇
頁
ー

二
九
〇

頁

に
見

ら
れ
る
が
、

「
菩
提
達
摩
南
宗
定
是
非
論
」

(胡

適
編

、

一
九

五

八
年
、

八
五
四
頁
、
十
六
行
i

二
十
五
行

。
ジ

ェ
ル
ネ

の
分
析
、

一
九
五
四
年
、
四
六

二
頁
)
中

の

一
節

で
あ
る
。

㈹

こ
の

一
節

の
冒
頭
は
、

ス
タ
イ

ン
文
書

六
五
五
七
号
が
除
外

し
た

『金
剛
般
若
経
』

(
『
大
正
蔵
』
二
三
五
番
、
七
五
二
頁
b
、
二
十

三

行
ー

二
十
六
行

)
に
は
な

い
が

、
ペ
リ
オ
文
書

二
〇

四
五
号

(
「
定
是

非
論

」
胡
適
編
、

一
九
五
八
年
、

八
五
〇
頁
、

五
行
ー

六
行
)
及
び

ペ
リ
オ
文
書

三
四
八
八
号

(
胡
適
編
、

一
九

三
〇
年
、
十

八
頁
、

二

行
ー

三
行

)
に
見
ら
れ

る
。

㈲

ジ

ェ
ル
ネ
、

一
九

五
四
年
、

四
五
三
頁
註

3
の
対
照
表
を
見
ら
れ

た

い
。

㈲

「
心
契
」

は
、
禅
宗
派

の
常
用
語

で
、
絶
対
的
な
も

の
と

の
つ
な

が

り
、
も

し
く

は
師
資

の

「
相
互
主
体
的
」
結

び

つ
き
を
指
す
。

㈲

こ
の
テ
キ

ス
ト
は
、
滑
台

(
}肖
O
⊆
ρ
冒"
り9
一)

の
宗
論

(
七
三
二
年
)

に
先

ん
じ
て
い
る
は
ず

で
あ
る
。

こ
の
頃
ま

で
神
會

は
十
数

年
間
、

南
陽

に
住

し
て
い
た

か
ら

で
あ
る

(
上
記
註
16
)
。

㈹

「
先
師
」

の
本
義

は

「
模
範
と
な
る
先

生
」
で
あ

る
が
、
唐
代

で

は
孔
子
及
び
儒
者
を
指
す
。

㈲

「
七
籔
」
《
冨
。。
ω。
讐

8
日
日
`
§

鐸
ま
ω
傷
g

qQ
琶

oq
『
p
"
寒
画零
8

寒
隷
智
爲
》

七
衆

の
こ
と
か
?

〔
七
僧
伽
集
団
〕

60

「
明
鏡
爲

醜
婦
之
冤
」
は
、

諺

「
よ
く
磨

か
れ

た

鏡

は

醜
女

の

敵
」
か
?
中
国
人

に
と

っ
て
鏡
は
模
範

的
な
も

の
で
あ

る
。

⑪

訳
文

は
疑
わ
し

い
。

「
兄
弟
」
は
、
修
行

を
積

ん
だ
人
達

を
い
う
。

　

　

　

　

「
預

(
豫

)
」

は

、

「
分

け
前

に
あ

ず

か

る
」

を
意

味

す

る

「
與

」

で

あ

る

。

働

唐

山

は

、
今

日

の
漸
…江

省

(
]
UO
げ
α
躍閃
一9
口
αq
)

の
杭

州

(
缶

卑
β
σq
-

9
ず
。
。
仁
)

の
西

方

に
あ

っ
て

、

こ

こ

に

七
〇

六
年

に
唐

代

の
郡

が

設
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け

ら

れ

た
。

各

郡

に
は
、

古

文
書

係

も

し
く

は
記

録

係

が

置

か
れ

て

い

た

(国
・

α
o
。。

図
o
↓o
ξ

・。鳩

寄

ミ
隷

§

h
§

ミ

§

§
9
鳶
隔
:

こ

層
弩

ン

一〇
富

鳩
℃
℃
●
濁

O
l
蕊

q。
)

。

63

こ

の
偶

は
、

繰

り

返

し

『
経
』

に

登

場
す

る
。

す

な

わ

ち
、

『大

正

蔵

』

三
七

四

番

、

X

、

四

二

二

頁

c

(如

来

性

、

お

そ
ら

く

如

来

蔵

(
§

暮
譜

ミ
薦

ミ
寒

黛
)

の
章

。

山

田
龍

城

『梵

語

佛

典

の
諸

文

献

』

京

都

、

一
九

五

九
年

、

一
九

四
頁

註

65
)
、

上

記

、

粥
く
鵠
、

四

六

四
頁

c

(梵

行

専

簿

§

§
望
昏

の
章

)、

上
記

、

×
×
〈
謬
、

五

二

四

頁

b

(
師

子

吼
菩

薩

象
§
》
§

鋤
§
占
ミ
ミ
隔ミ

§

の
章

)
、

上
記

、

図
×
〈
津
、

五

三

頁

a

(
同

じ
章

)

な

ど

に

お

い

て

で
あ

る
。

如

来

性

の

サ

ン

ス

ク

リ

ッ
ト
断

簡

は

、
中

央

ア

ジ

ア

で
発

見

さ
れ

た
も

の

で

あ

る

(出

o自

巳

ρ

さ

§
ミ

§

涛
§

ミ
誠

●
:

殖
℃
.
り
な。
1
り
q
H

『大

正
蔵
』
三
七
四
番
、

訂
、

四
二
二
頁

b
l

六
、

×
、

四
二
二
頁

c
ー

二
十
五
)
が
、

こ
れ
は
、
漢
文
献

(
『
大

正
蔵
』

四
二
二
頁

c
、
十
三

行
ー
十
四
行
)
に
載
る
偶

の

一
節

を
欠

い
て
い
る
。

こ
の
偏

は
、
法

顕
が
四
〇
五
年
か
ら

四
〇
七
年

に
か
け
て
、
喝
91
富
以
℃
三
雷

で
入
手

し
た
文
書

に
も
と
つ

い
て
、

四

一
七
年

か
ら

四

一
八
年

に
か
け

て
漢

訳
し
た
経
文

(
『
大
正
蔵
』

三
七
六
番

、

〈
一、

八
九

五
頁

a
)

に
相

当
す
る

一
節
に
も
、

ま
た

法
顕

に

近

い
校
訂
本

(
法
顕

の
漢
訳
本

は
、

「梵

行
」
、
「
師

子
吼
菩
薩
」

の
章

を
含

ま
な

い
)
に
も
と
つ
く

チ
ベ

ッ
ト
訳
版
に
お

い
て
も
、
欠

け
て
い
る
。

こ
の
偶

は
、

カ
シ

ュ

ミ
ー
ル

・
セ
リ

ン
ド
文
書

(卜
、旨
§

"ミ
題
鳶
ミ
リ
H
が
旧
9
凱
。。-団
幻
旨
9

一り
蜜

℃
母
』

一
一令
曽

一〇
)
に
も
と
つ

い
て
、

四
一
二

年

に
中
国
北
西

部
で
作

ら
れ
た

U
げ
霞
日
爵

習
日
9

版

(
『
大
正
蔵

』

三
七
四
番
、

い
わ
ゆ
る
北
本
)
や

、

南
本

(
『大

正
蔵
』

三
七
五
番
)

に
し

か
見

ら
れ

な
い
。
南
本

は
、
四

三
〇
年
以
降
、

二
つ
の
別

の
諸
説
を
と
り

ま
ぜ

て
、
南
京
で
編
集

さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
如
来
性

の

一
節

(
偏

は
、

こ
の
同
じ
章

の
文
中
に
引
用
さ
れ

て
い
る

の
で
あ
る
が
)
が

ど

こ
に
由
来
す
る

か
を
自
問
す
れ
ば
、

こ
の
偶
は
、
五
五
〇
年

に
広
東

で
真
諦

(
]℃
拶
弓
陣
昌P
鋤
居けゲ
僧
)
が
漢
訳

し
た
経
論

(
『
大
正
蔵
』

一
五

二

八
番

、「
浬
葉
経
本
有
今
無
偶
論
」
)
の

一
部
で
あ
る
。

こ
の
経
論
は
、

世
親

(
～
Mg
oq鐸
ぴ
9
口
α
ず
鐸
)

の
作

と
さ
れ
る
が
、

こ
の
こ
と
は
、
偶

の

イ

ン
ド
的
性
格
を
物
語
る
。
し
か
し
、
真
諦
自
身

の
分

は
、
ど

の
程

度
な

の
で
あ
ろ
う
か
?

明
ら
か
に
、
最

後

の
部
分

は
真
諦

の
も
の

で
あ

る

(
『
大
正
蔵
』

一
五

二
八
番

、
二
八
二
頁
、
二
行
-

二
十
四
行

、

三
蔵
闇
梨
解

旨
云
…
)
。

こ
の
経
論
に
よ
れ
ば
、

偶
で
問
題

と
な
る

仏
法

は
、

浬
葉

(
ミ
ミ
画
誉
)

で
あ
り
、
仏
性

(
ミ
駄
寒
ミ
鋤)

で
あ

ろ

う
。

「
本
有
今
無
」

(
本
来

的
な
も

の
は
、
現
実

的
で
な

い
)

の
テ

ー
ゼ
は
、
外
道

の
も
の
と
し
て
、

コ
ニ
世
有
法

L

(
三
世
に
あ
る
も

の
)

の
テ
ー
ゼ
は
、
小
乗
的

な
も

の
と
し
て
反
論

さ
れ

た
。
経
論

の

著
者

の
テ

ー
ゼ
は
、
当
の
仏
法
が

「
本
有
今
有

」

(
本
来
的

で
現
実

的
)

で
あ
る
点

で
あ
る
。

働

「
無
有
是
庭
」
《
ミ
魯
§

§

斜
§
§

ミ

ミ
§
§

》
、
韻
律

の
最
後

は

嵐
§

か
?

友
人
、
即
酵

巳
9
≦

巴
℃
。
富

師

は
、

次

の
よ
う
に
復

元
す
る

こ
と
を
私

に
提
案

し
て
お
り
、

そ
れ

は
、

ル
イ

・
ル
ノ
ー
氏

の
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
す

な
わ
ち
、

ぎ

蹴
ミ
§

豊
§

§

ミ
§
ミ
§
"

ミ
§
§

鼠

§

ミ
ミ
"息

＼

地
鼠

寒
亀
§
魯

遣
鋤
こ

塁

§

警

ミ
§
§

亀
書
§
§

ミ

鼠
§
ミ
馬
＼
＼

⑳

『
経
』

で
仏
陀
が
偶

を
発
す

る
の
は
、
純
随

(
O
毒

α
ρ
)
の
心
に

如
来

の
常
住

を
疑
が
う
気
が
起
き

た
場
合

で
あ

る
。
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㈲

煩
悩

の
断
滅

(
§
暮
恥§
)
と
仏
性

の

旨
詮
ミ
畠
は
、

共

に
歩

む
。

な
ぜ
な
ら
、

「
仏
性
與
煩
悩
倶
」
(煩
悩

と
仏
性

は
共
存

し
て

い
る
)

.だ

か
ら

で
あ
る

(
胡
適
、

一
九
三
〇
年

、
一
〇

四
頁
、十
行
、

ジ

ェ
ル

ネ
訳
、

一
九

四
九
年
、
十
七
頁
)
。
そ
れ

故
、

両
者

と
も

「
本
」

(本

来
的
)

で
あ
る
。
し
か
し
、
両
者

に
は
、
何

に
対

し
て
論
議

す
る
か

の
点
で
相
違
が
見
ら
れ
る
。

勧

南
本

『
大
正
蔵

』
三
七
五
番
、
団×
、

六
六
三
頁

c
、

二
十

三
行
-

二
十
六
行

(
第
十

六
章

、
菩
薩
)
ー

北
本

『大

正
蔵
』

三
七
四
番
、

X
、
四

二
二
頁

c
、
六
行
ー

九
行

(
第

四
章

、
如
来
性
)
。
従

っ
て
、

唐
朝
下
、
神
會

の
時
代

に
利
用
さ
れ

た
の
は
、
諸
説
混
澹

の
南
本

で

あ

る
。

63

ペ
リ
オ
文
書

三
〇
四
七
号

の
読

み
方

は
、
粗
雑
な
誤
り
で
あ
る

。

69

「
人
が
見
通
し
と
知
識

を
持

っ
て
い
た
場
合
」

(
「
具
知
」
息
、
質
早

、
爵

討
)

と
、

ペ
リ
オ
文
書

三
〇
四
七
号
は
言
う
。

㈲

ジ

ェ
ル
ネ
、

一
九

四
九
年
、
十
七
頁
註
7

の
照
合
は
、
完

全

に
適

合
す

る
わ
け

で
は
な
い
。

㈹

こ
の
引
用

は
、

か
す

か
な
記
憶

に
頼

っ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
次

の
註

を
参
照

の
こ
と
。

働

『大
正
蔵
』
三
七

五
番
、
属
く
、
七
〇

八
頁

a
、
二
十

一
行
-

二
十

三
行
ー

『
大
正
蔵
』

三
七
四
番
、
擁
く
凱
、
四
六
五
頁

a
、
七
行
ー

十
行

に
、
「
法
若
常
者
、
無
得
無
生
」
、
「
猶
如
仏
性
、
無
得
無
生
。
世
尊

、

夫
道
者
、
非
色
非
不
色
、
不
長

不
短
」

そ
の
他
。
再
び
南
本
が
引
用

さ
れ
る
。

ス
タ
イ

ソ
文
書

六
五
五
七
号
、
五
十

三
行
ー

五
十

四
行
H

石
井
文
書

、

四
頁
、

七
頁

「
第
十
九
云
…
」
11

『大
正
蔵
』

三
七

五
番
、
×
図
く
、
七
六
九
頁

a
、

九
行
-
十
行

(
ジ

ェ
ル
ネ
、

一
九
四

九
年
、

二
十

一
頁
註

23
の
照
合

は
、
正
し
く
な

い
。

『
大
正
蔵
』

三

七
四
頁
、

×
×
〈
出
、
五

二
四
頁
b
、
二
十
六
行
-

二
十

七
行
参
照
)
。

㈹

「
是
勿

(
も
し
く

は
物
)
」
、

「
是
没
」
、

「
是
没
勿

」

(
こ
れ
は

お
そ
ら
く
誤
り
で
あ
ろ
う
)
と

い

っ
た
用
語
は
、
し
ば
し
ば

『
神
會

語
録
』

に
現
代
語

の

「
甚
麿
」

の
疑
問

(
も
し
く
は
不
定
詞
)

の
意

味

で
登
場

し
て

い
る
。

ス
タ
イ

ン
文
書

六
五
五
七
号
、
九
頁

「
疑
是

没
勿
」
、

ス
タ
イ

ン
文
書
同
上
、

二
十
三
頁
ー

石
井

文
書
、

二
頁

一

行

目
H

ペ
リ
オ
文
書

三
〇

四
七
号
、

一
〇
四
頁

七
行
目

「
是
勿
是

生
滅
法
」
、
石
井
文
書
、

三
十
七
頁

五
行
目

「
別
駕
疑
是
勿
」
(
ー

ペ

リ
オ
文
書

三
〇
四
七
号
、

一
四
三
頁

一
行
目

「
是
物
」
)
、

そ
の
他
、

参
照
。
「
是
末
」

・
「
是
磨
」
と

い

っ
た

(
後

世

の
)
書
体

に

つ
い
て

は
、
張
相

『
詩
詞
曲
語
辞
涯
釈
』
上
海

、

一
九
五
四
年
、

四
十

一
頁

-

四
十
三
頁
参

照
。

㈹

ス
タ
イ

ソ
文
書

六
五
五
七
号
及
び
石
井
文
書

の

「
異
」

と

「
時
」

は
、
「
是

」

の
誤
り
で
あ

ろ
う
。

お
そ
ら
く

「
是
作
物

(
11
勿
)
生
」

と
読
む
必
要
が
あ

ろ
う
。

と
は
い
え
、

ス
タ
イ
ン
文
書
六
五
五
七
号

及
び
石
井
文
書

に

近

い

読

み
方

は
、

一
〇
〇
四
年

の

『
景
徳
伝
燈

録

』
に
残

っ
て

い
る
。

『大
正
蔵
』

二
〇
七

六
号
、
図
×
〈
ま
、

四
三

九
頁
七
行
-
九
行

「
人
間
無
念
法
有
無
否

〔
!
〕
。

師

日
、

不
言
有

無
。

日
、
急
慶
時
作
磨
生
?
師

日
、
亦
無
急
磨
時

。」

鱒

ペ
リ
オ
文
書

三
四
〇
七
号

は
、
誤

っ
て
簡
略

化
さ
れ
て

い
る
。

鋤

少

な
く
と
も
最
後

の
句

で
、

「
物
」

は

「
物
体
」
《
9
。
ω。
》

の

意

に
と
ら
れ
て

は
な
ら
な

い
。

『景
徳
』
前

出
、

「
若
見
無
物
乃
是

眞
見
」
。

勧

『
ラ
サ

の
宗
論
』
1
、

パ
リ
、

一
九
五
二
年
。

ト

ゥ
ィ
チ
は
、

チ

ベ

ッ
ト
文
献

に
よ

っ
て
こ
の
中
印
宗
論
が

ラ
サ
よ
り
も

サ
ム

エ
寺
院

で
行

わ
れ

た
と
主
張
し

た
。

こ
の
論
旨

は
、
私

に
は
説
得
的
と
思
え
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な
い
が
、
確

か
に

「
チ
ベ

ッ
ト
宗
論
」
と

い
う
表
題
を
付
け
る
方

が

適
当

と
思

わ
れ

る

(
『
通
報
』
四
十

六
集
、

一
九
五

八
年
、

四
〇
四

頁
-

四
〇

八
頁
)
。

68

日
・
o
幕

♂

b
馬ミ

ミ

§

9

馬ミ
鵡
§

.
:

"
目
8

費
。
・。
ご
u
8

5
。

O
O
O
U
.

69

「
静
寂

を
求

め
て
山

に
登

る

一
人

の
禅
師
が

い
た
。
偶
然

に
も
洞

穴
に
辿
り
着
く

と
、

そ
こ
に
は
十

二
、

三
歳

と
思

わ
れ

る
実

に
美

し

い
娘
が
住
ん
で

い
た
。
娘

は
、
莫
蔭
敷

の
床

(
晶

〔11
楊

)
席

)
に

寝

そ
べ
り
、
気
楽

に
肱

を

つ
い
て

い
た
。
床

の
上
に
、
筆

・
墨

と

一

緒

に

『
経
』
が
数
冊
。
禅
師

は
、
驚

い
て
詩

を
も

っ
て
尋
ね
た
。

そ
な
た

の
床

に
は
、
紙

と
筆
が

お
か
れ
て

い
る

そ
れ
は
、
何

か
を
捜

し
求

め
る
こ
と
を
楽

し
み
と
す
る

た
め
で
し

ょ
う
な

壁

に
、
明
鏡
が

つ
り
下
げ
ら
れ
て

い
る

そ
れ

に
、
そ
な
た

の
心
を
映
し
出
す

こ
と
は

で
き
ま
す
ま

い
な
?

娘

は
答

え
て
言
う

紙
も
筆
も
、
般
若
を
記
す
た

め
の
も

の
で
す

こ
れ

は
、
わ
た
く
し

に
と
り
ま
し

て
人
と

の

交
わ
り

の
役
を
果
し
ま
す

鏡

に
映

っ
た
像
を
絶
え
ず
眺

め
て
お
り
ま
す

形
あ

る
も

の
こ
と
ご
と
く
、
空

に
戻

っ
て
行
き
ま
す

次

に
禅
師
が
応
酬

し
て
言
う

般
若

に
文
字

は
不
用

の
も

の

紙

や
筆
が
何

の
役

に
立
と
う

か
?

し

ゃ
ぺ
ろ
う
と
思

え
ば
、

た
ち
ま

ち
そ
な
た
自
ら
を
縛
る

こ
と

に

な
る

そ
な
た
は

迷

い
を

滅

し
ょ
う
と
し
て
、

度
を

失
な

っ
て

い

る

娘

は
そ
れ
に
答

え
て
言
う

文
字

さ
え
が
解

き
放

た
れ
る
の
が

般
若

で
は
な

い
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か

あ
な
た
自
身

の
心
か
ら
迷

い
出
た
も
の
を
見

る
と
は

あ
な
た

こ
そ
迷
え
る
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

娘
と
禅
師

の
意
味
深

い
問
答
詩

は
、

さ
ら

に
続
く
。

O
幕

。。り
Ω
ミ
ミ
轟
ミ

ロ
.、.
①
宝

一矯
⑦
圏
ρ

O
刈。。
一
・
参

照
。

㈲

『
娚
伽
経
』
実

叉
難
陀

訳
、

『大

正
蔵
』

六
七
二
番
、
V
、
六

一

九
頁

a
二
行
ー

三
行
。

サ
ソ
ス
ク
リ

ッ
ト
原
典
、
南
條
編
、
す

な
わ

ち

〉
ざ

馬ミ
ミ

さ

言
§
ミ
恥
㌧
ミ
ミ§
専
、富

き
ミ
§
畠

§

卸
ミ
§
§

§
亀
§
-

氏
鳶
、
:

.

⑪

鳩
摩
羅
什
訳
、

『
大
正
蔵
』

鵠
、

四
十
六
頁

a
、

一
行
-

二
行
、

二
十
行
ー

二
十

一
行

(
『
宗
論
』

六
十

八
頁
参
照
)
。

⑫

順
序

に
つ
い
て
は
、

「
為
…
為
復

…
」
(
…
か
、
も

し
く
は
…
か
)

張
想

『
前
掲
書
』

二
六
五
頁
参
照
。

　㈹

『金
剛
般
若
経
』

の
テ
ー
ゼ
に
つ
い
て
は
、

『宗

論
』

七
十
二
頁

-

七
十
四
頁
参
照
。

仏
陀

は
、

こ
の

『
経
』

に
依

っ
て
あ

ら
ゆ
る

想
念

(
隔ミ
ミ
碧
§
嵩

憩
£
ミ
画
ミ

寒
ミ
喬

寒
鵡

ミ
§
、魯

『
宗
論
』

五
十
二
頁
註

i
)
を

ま
ぬ
が
れ

た
。
イ

ン
ド
人
達

の
考
え
で
は
、
想

念

の
不
在

は
、
諸
想
念

を
含

め
た
長

い
実
践

の
後

に
し
か
生
れ
な

い

と
さ
れ
る
。
分
別

(
鼠
ぎ
奪
亀
)

と
無
想

(
勘
魯
§
、
ミ
ぎ
)

と

の
関
係

に
つ
い
て

の
論
議

は
、

『宗
論
』

一
三
〇
頁
-

一
四
〇
頁

を
参
照

の

こ
と
。
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㈲

不
二

(
黛
§
ミ
ミ
)

で
あ

る
に
は
、

想
念
と
無
相
と
が

同
時

に
含

ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

『
宗
論

』

一
二
六
頁
で
、
智
恵

は
不
二

に
よ

っ
て
規
定
さ
れ
る
。
不

二
は
、

『
宗
論

』

一
二
七
頁
で
、

(
善

も

し
く

は
無
想

の
)
意
識
と

(
悪
も
し
く
は
想
念

の
)
放
棄

と
を
超

え
る
も

の

(
h
ミ
ぎ
ミ

も
ミ
書
誉

)
と
さ
れ
る
。

㈲

イ
ソ
ド
人
達

は
、

凡
夫

(㌧
ミ
ぎ
魁

§
黛
)

に
無
想

の
実
践
能
力
を

認

め
て
こ
な

か

っ
た

(
『
宗
論
』
七
十
六
頁
、
八
十

一
頁
、

九
十
六

頁
)
。

「
凡
下
」

は
、

お
そ
ら
く

「
凡
失

」
の
誤

り
で
あ

ろ
う
。

㈲

「
置
」

は
、
読

み
方

の
点

で
も
、
意
味

の
点
で
も
疑

わ
し

い
。

㈲

三
つ
の
質
問

は
、

す

で
に
発

せ
ら
れ
て

い
る

(
『
宗
論
』

一
五
〇

頁
)
。

　㈹

引
用
さ
れ

た

『経
』

の
中

に
、

こ
の
句

は
見
あ
た
ら
な

い
が
、
着

想

は
よ

い
と
思
う
。

た
と
え
ば
、

『
大
正
蔵
』

五
八
六
番
、
一諜
、
四

八
頁

a
、
十

一
行
-
十

二
行

、
「
随
所
有
見
、
皆
爲
虚
妄
」
、

「
無
所

見
者

、乃
名
見
諦
」
)
何

に
も
見
な

い
と

い
う

こ
と
こ
そ
、
諦

(
零
萱
呂

器
電
亀
を
見
る
こ
と
で
あ

る
)
。

㈲

不
依
想
念

(
蜜

駄
§
ミ
§
ミ

㌧
§
息

、
ミ

㌧
§
§

)

の
教

え
は
、

神
會
、
恵
能

に
遡

る
。

『
宗
論
』

一
二
五
頁
及
び
註
6
、

一
五
八
頁

及

び
註

7
参
照
。

⑳

『宗
論
』

=

一
五
頁
参
照
。

㈲

「
流
浪
生
死
」

は
、
摩
詞
街
に
と

っ
て

「
輪
廻
」
(
隔亀
§
隔霜
、畠
)

を

指
す

に
親

し
い
表
現

で
あ
る
。

『
宗
論
』
七
十
六
頁
、

七
十

七
頁
、

そ
の
他
参
照
。

㈱

こ
の

「
畳
」

(
意
識
を
も

つ
こ
と
)
と

い
う
用
語

に
つ
い
て
は
、

『宗
論
』

一
二
五
頁
及
び

一
五
八
頁
参
照
。

㈱

「
正
受
」
(
%§

憩
ミ
翫
)

㈱

こ
れ

は
、

『
楊

伽

経

』

の

一
節

の

か

す

か

な

記

憶

を
も

と
と

す

る
。

こ

こ

に

は
、

思

念

の
た

び

ご

と

に

瞑
想

に
近

づ

く

菩

薩

の

こ

と

が

か
か

わ

っ
て

い
る

(
ミ

ミ
鳶
ミ

偽

§

ミ
言

ミ

偽
σ
:

ミ
§
奪
畠
督

§

、$

南

條

編

一
=

一
頁

十

二
行

目

。

求

那
賊

陀

羅

訳

『大

正
蔵

』

六
七

〇

番

、

一く
、

五

〇

九

頁

a
、

二

十

六
行

-

二
十

七
行

、

「
…
菩

薩

…

入

滅

正
受

…
念

念

正
受

」
)
。

鱒

『仏

頂

経

』

窒

ミ

ぎ
向
ミ
智
-諭
ミ
§
恥
§

a
-偽
ミ
ミ

(
八

世

紀

初

頭

の

中

国

の
偽

経

、

『
宗

論

』

四
十

三
頁

-

五

十

二
頁

参

照

)
。

『
大

正

蔵

』

九

四

五
番

、
葺

、

=

四
頁

a
、
十

九

行
-

二

十

五
行

。

け蚕

α
・
閑
$

ポ

」

9

馬§
匙
駄

』
ミ
ミ

ミ
亀

偽ミ

黛

ミ
馬ひ

H
自

曾

⑦。。
一c。
コ

植
℃
』

も。
一
・

鴎

「
名

滅

」

(
彼

の
名

と

と
も

に
亡

ぶ

(
?

)
)
。

『
経

』

に
引

か

れ

た
表

現

で

あ

る

。

勘

『通

報

』

第

四

十

六
集

、

一
九

五

八
年

、
四
〇

六
頁

参

照

。
「
二
十

八
頁

」

は
印

刷

ミ

ス

で
あ

る
。

ト

ゥ
ィ

チ

は
、
『
小

仏

教

典

』

H

、

ロ

ー

マ
、
一
九

五

八
年

、
二

八

六
頁

で
、
同

一
人

物

と

見

な

す

こ
と

を

提

案

し

て

い

る

(
『
同

書

』
三
十

三
頁

も

参

照

の

こ
と
)
。

帆軌⇔
鎚
σq
-ヨ

碧
、.

に

つ

い

て

は
、
ト

ゥ

ィ

チ

『前

掲

書

』

三
十

二
頁

、
閑
僧
8

♂

円
げ
o
ヨ
舘

讐

日
o
⊆
。。。。巴
三

植
b
。
ミ
§
§

訂

§

§

母
§
ふ
ミ
§
偽

●
:

り

団
弩
冨

一逡

㌣

一鎗

ρ

℃
・
鱒
c6
導
U
一
堕
QQ
O

p

ご

目
鐸
8

一u
」

ト
ぎ

着

"
。ミ

8

国
o
導
o

一㊤
U
ρ

℃
」

8

・
参

照
。

..N
鼠

涛

母

、.
に

つ

い

て

は
、

団
碧
9

:

こ

愚

・
ミ

G

唱
●
U
①
臼

①
な。
い
」

卜
書

隔亀
:

こ

℃
」

O
に
●
参

照

。

幽

O
ず
8
涛
覧

ぴ
ざ
・αq
δ
ψ

に

つ
い

て

は
、

』
●

弱
9
0
0
計

卜
黛

q鳶

§

き

愚
窺
謙

寧

魯
§
ミ
§
、
〔
『翻
…訳
者

マ
ル
パ
の
生
涯
』
〕
団
契
冨

一り
も。
評

℃
』

P

一
.
参
照
。
翻
訳
者
達
摩
歴
低
(U
げ
母
旨
僧
ヨ
碧
一)
は
、
§

ξ
ミ

の
文
献
目
録

に
し
ば
し
ぽ
触

れ
ら
れ
て
お
り
、彼

は
お
そ
ら
く

竃
9
7

℃
p

に
当

る
の
だ

ろ
う
。
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鋤

「
然

始
」

は
、

よ
く
知
ら
れ

た
表
現
で
あ
る
。
諸

橋

『
大
漢
和
辞

典
』
七
三
七
二
頁
参
照
。

⑳

『
宗
論
』
一
六

一
頁

で
読

ん
だ

よ
う
な
「
准
仰
」
(目
。
げ
o
g
o口
受
9
昌
αq
)

で
は
な
い
。

ス
タ
イ

ソ
文
書

は
、

は

っ
き

り
と

「
唯

(
雄
)
」
(
ミ
馬)

と
す
る
が
、
ペ
リ
オ
文
書

は
、
絶

え
ず

「
唯
」
と

「
准
」
を
混
同
し

て
い
る

(
た
と
え
ば
、

一
四
五
頁
b
四
行

目
、

一
四
六
頁

a
六
行
目
、

一
五
七
頁

a

一
行
目
、

そ

の
他

)。

八
世
紀

に
は
、

「
惟
」

(
「
唯
」

は
そ

の
変
形
)
で
始
ま
る
名

を
持

つ
禅
師
が
幾
人

か
い
る
。
す
な
わ

ち

「
惟
忠
」

『
大
正
蔵
』

二
〇

六

一
番
、
団×
、

七
六
三
頁

c
。

「
惟

實
」

『
前
掲
書
』
X
、
七
六
八
頁

a
。

「
惟
政
」
宇
井

『禅
宗
史
研

究
』
1
、

三

一
九
頁
参
照
。

「
惟
繊

」

『宗
論
』

四
十

七
頁
、

五
十

二
頁
参
照
。
そ

の
他
。

㈱

ス
タ
イ

ソ
文
書

の

「
大
福
徳
」

は
、
誤
り
に
ち
が

い
な

い
。

92

『宗
論
』

一
六

一
頁

の

「
依
正
」

の
読

み
方

は
、
誤

り
で
あ

る
。

ス
タ
イ
ソ
文
書

は
は

っ
き
り
と

「
止
」
と
し
て

い
る
。

ペ
リ
オ
文
書

の
草
書
体

は
、

「
正
」

で
は
な
く
し
て
、

「
止
」
で
あ
る
。

鱒

こ
れ

は
、
『
五
分
律
』
(
ま

類
§ミ
9
侮
・
。。
寓
9
冨
鍛

。。p
冨

)
が

挙
げ

る
五
教
授
師

§
鋤
q
匙
の
内
、

五
番
目

の
も

の
で
あ
る
。

『
大
正
蔵

』

一
四
一
=

番
、
×
≦
、

一
=
ご
頁

a
。

こ
の
用
語
は
、

ミ
孚
§
§
鋤遣
亀

に
対
応
す

る
は
ず

で
あ
る
。

『
パ

ー
リ
律
』
(
ぎ

慧
嵩遣
烏
嚇

一一)
で

証

明
さ
れ

る
と

は
思
わ
れ
な

い
。
望
月

『
仏
教
大
辞

典
』
三
十
頁
、

一
七
〇

九
頁
。
無
着
道
忠

『
禅
林
象
器
箋
』
京

都
、

一
九
〇

九
年
、

一
八
五
頁
。

『法
宝
義
林
』
十
七
頁
参
照
。

0φ

ペ
リ
オ
文
書

三
四
八
八
号

は

「
降

魔
」
、

ペ
リ
オ
文
書

二
〇
四
五

号

は

「
降
魔
蔵
」
と
書
く
。
胡

適
、

一
九
三
〇
年
、

一
七
五
頁
。

一

九

五
八
年
、

八
四
六
年
ー

八
四
七
年
ー

ジ

ェ
ル
ネ
、

一
九
四
九
年

、

九
十

三
頁
。

一
九
五
四
年
、

四
六
〇
頁
参
照
。

09

こ
の
僧
院

に

つ
い
て
は
、

『
大
正
蔵
』
二
〇
六

一
番
、
×
×
ぞ
、
八

九

二
頁

c
、

二
行
目
、
懐
空
伝

を
参

照
の
こ
と
。

こ
の
僧
院

は
、
懐

空
和

上
、
大
明
禅
師

の
住

い
と
言
わ
れ
る
。
と

こ
ろ
で
、
『
大
正
蔵
』

二
〇

六

一
番
、
×
凶×
、
八
三
四
頁
b
に
よ
れ
ぽ
、

大
明
禅
師

は
、

明

遭

の
諦

で
あ

っ
て
、
瀬

(
獺
)
遭
、
瀬
残
と
も
呼
ぼ
れ
、
普
寂

(
六

五
二
年
ー

七
三
九
年
)

の
弟
子
で
あ

っ
た
。
普
寂

は
、

八
世
紀

の
中

葉

を
生
き

て
、
魅
力
的
な

『
楽
道
歌
』

(
『
大
正
蔵
』

二
〇

六

一
番
、

×
詳
、

八
三
四
頁

a
I

b
。

『曹
唐
書
』
o
×
×
×
、

二
頁
b
、

一
八
八

八
年
編
。
宇
井

『前
掲
書
』
1
、
三
〇
五
頁
-

三
〇
六
頁
参
照
)
を

作

っ
た
。

あ
ら
ゆ
る
資
料

は
、

こ
ぞ

っ
て
明
遭

の
住

い
を
南
嶽

(
湖

南

国
。
午
葛

ロ
の
衡

山
)
と
す

る
。
と

こ
ろ

で
、
大
明
禅
師
が
と

り

上
げ
ら
れ
る

懐
空

の
伝
記

は
、

時
代
錯
誤
も

甚
だ
し

い
も

の
で
あ

る
。

こ
れ
に
は
、
私

に
は
理
解

し
が

た
い
混
同
が
あ
る

に
ち
が
い
な

い
。

㈹

『
壇
経
』
と

「
定

是
非
論

」

(
胡
適

)
の
正
式
な
表
題

は
、

「
南

宗
」
で
始
ま
る
。

働

東
嶽
降
魔

(
蔵
)
に

つ
い
て
は
、
『大

正
蔵
』

二
〇
六

一
番
、

一×
、

七

六
〇
頁

a
。
宇
井

『前
掲
書
』

1
、

二
八
七
頁
ー

二
八
九
頁
。
ジ

ェ
ル
ネ
、

一
九
四
九
年
、

九
十
三
頁
註

10
参
照
。

こ
れ
を
、
降
魔
禅

師
と

い
う
異
名
を
と

っ
た
別

の
僧

と
混

同
し
て
は
な
ら
な

い
。
降
魔

禅
師

は
、
代
宗

の
時
代

(
七
六
三
年
-

七
七
九
年
、

『大

正
蔵
』

二

〇

六

一
番
、
×
<
嵩
、

八

一
七
頁

a
、

十
二
行

目
)
を
生
き

た
崇
恵

の

法
名

で
あ

る
。

93

註
⑫
及
び
鵬
を
参
照
。

鋤

『景
徳
伝
燈
録
』

(
一
〇
〇
四
年
)、

『大

正
蔵
』

二
〇
七

六
番
、
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貯
、

二
二
四
頁

a
、

二
十
九
行

目
及

び
二
二
四
頁
b

、
三
行
目
、
七
行

目
。
京

兆
と
い
う
行
政

上
の
名
称

は
、
唐
代
、
終
南

の
中
心
地

に
当

て
ら
れ
て

い
た

(α
o
。。
閃
0
8
⊆
噌♂

孚
ミ
隷

駄
亀
愚

ミ
、画§
§
受
象

:

こ

℃
.
①
oo
評

p

一.)
。

㈹

義
福
に

つ
い
て
は
、
以
下
の
文
献
を
見

よ
。
す
な
わ
ち
、
『
宋
高

僧

伝
』
、

『
大
正
蔵
』

二
〇

六

一
番
、
芽
、
七
六
〇
頁
b
I

c
。

『菌
唐

書

』
×
。
9
、
十
頁

b
。
金
石
葦
編
、
穿
×
惹
、
七
頁

a
ー

八
頁

a
(
一

八
九
三
年

)。
金
石
続
編
、
〈
出
、
五
頁

a
l

b
。

宇
井

『
前
掲
書

』

1
、

ご
〇
八
頁
ー

二
〇
九
頁
。
長
部
和
雄

「
唐

代
禅
宗
高
僧

の
士
庶

化

に
就

い
て
」
、

・ミ
無
§
肉
象

ミ

ミ
§
り

京
都
、

一
九
五
〇
年

、

三

〇
〇
頁
-

三
〇

一
頁
。

『蕾
唐
書
』

は
、

義
福

の

死
を

七
三

二
年

(
開
元

二
十
年

)
と
す
る
が
、

『宋
高
僧
伝
』
は
、
七
四

一
年

(
開

元

二
十
八
年

)

一
月
三
日
と
す

る
。
し

か
し
、
碑
銘
資
料
が
正
確

な

日
付

に
つ
い
て
疑

問
の
余
地
を
残
さ

な
い
。

㈲

『
携
伽
師
資

記
』

(
七
二
〇
年
)
、
『
大
正
蔵
』

二
八
三
七
番
、

一

二
九
〇
頁

c
、
十
九
行

目
。
宇
井

『
前
掲
書
』
1
、

二
九
〇
頁
。
藍

田

の
郡
府

は
、

京

兆
府

に
属

し

(
『
薦
唐
書
』

×
×
〈
津
、

五
頁

a
、

一
八
八
八
年
編
)、

こ
の
こ
と
が
小
福
と

恵
福
を
同

一
人
物
と
確
定

す
る
。
註
03

参
照
。

㈲

も
し
く

は

「
看
浄

」

(
清
浄

を
見

る
)
、

『
宗
論
』
四
十
三
頁
、

五
十

二
頁
、
七
十

八
頁
、

=

一
五
頁
、

一
五
八
頁
。

鯛

『
宗
論
』
五
十

一
頁
、
=

一
五
頁
註

6
、
『
壇
経
』
(
『
大
正
蔵
』

二

〇
〇
七
番
、
三
三
八
頁
b
ー
看

心
看
浄
)
、

『
壇
語
』

(
胡

適

、
一
九

五

八
年
、
八
八

二
頁
ー

住
心
看
浄
)
、

「
定
是
非
論
」

(
胡
適

、
一
九

五

八
年
、
八
四
七
頁
)
、
『臨
済
語
録
』
(
岩
波
文
庫

、
五
十

四
頁
ー
住

心
看
静
)
、
そ

の
他
を
参
照
。
南
宗
派

に
よ
れ
ぽ

、
不
徹
底

に

「
眺

め

る

」

の

で

は

な
く

、

徹

底

し

て

「
見

る
」

こ
と

が

必
要

で

あ

る

。

ち

・由
う

ど
プ

ラ

ト

ン
が

「
浄

化

さ
れ

る
」

(
不
完

全

な

、。

ぎ

導
ミ
こ
塾

ぎ

輌)

と

、
「
浄

化

さ
れ

切

っ
た
」

(
完

全

な

き

富

ぎ

導
ミ

暮
ミ
)
と

を

対

比

し

た

よ

う

に
。

拙

論

「
霊

鏡

」
象
§

ご
鷺
ミ
》
押

卜。
矯
ヒd
巴
o

一㊤
《
ざ

や

一
一恥
.

個

上

記

、

註
33

。


